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日本学生支援機構大阪日本語教育センターでの日本語教育実習報告 

 

寒川 ちなつ 白﨑 未桜 

 

1． はじめに 

 2024年11月14日  木）から20日  水）まで5日

間、日本学生支援機構大阪日本語教育センターにて

日本語教育実習を行う機会をいただいた。本稿は、実

習を通して得た気付きや学び、反省を記すものであ

る。 

 文責：白﨑） 

 

2． 実習概要 

実習先の大阪日本語教育センターは、独立行政法

人日本学生支援機構  JASSO）が国の支援を受けて運

営しており、日本の高等教育機関に進学を希望する

外国人留学生を対象とした日本語教育機関である。

文部科学大臣により  準備教育課程」に指定された予

備教育機関として、日本語教育及び基礎科目  数学、

物理、化学、英語など）の教育を行っている。国費留

学生や外国政府派遣留学生のみならず、私費留学生

も受け入れており、現在は36の国と地域から来日し

た150人の学生が在籍している。1クラス20人以下

の少人数体制で、毎週 5日、毎日約 6時間の授業を

実施している。また、授業では大阪日本語教育センタ

ーの独自開発教材を使用している。 

5日間の実習は  授業見学」 教案指導」 教壇実習」

で構成されていた。初日はオリエンテーションと実

習の流れの確認が行われた。その他の時間は授業を

見学させていただいた。見学は、実習で担当させてい

ただいた1組 10月入学、初級クラス）の授業だけ

でなく、中上級クラスも含まれ、様々なレベルの授業

に参加することができた。2日目からは、教壇実習の

一環として 暗唱・書き取り」を担当した 表1 太

字部）。 暗唱・書き取り」は実習生 2 名が隔日でそ

れぞれ 2 回ずつ行った。教案指導に関しては、実習

前の打ち合わせで伝えられていた教壇実習の担当課

に応じた教案を初日に提出し、ご指導いただいた。2

日目、3日目も同様にご指導いただき、それぞれ教案

を修正して、実習に備えた。そして、4日目、5日目

は実際に教壇に立ち、授業を行った  表1 網掛け部）。

授業は1コマ50分であるが、教壇実習は1コマを2

人で分けて25分ずつ担当した。 

 文責：寒川） 

 

3． 授業見学について 

今回見学する機会をいただいたのは、初級クラス

の1組～4組と中 ・上級のA組、E～H組、G組と日本

事情演習の授業、そして JLPT の N2 級取得を目指す

N2③クラスである。それぞれの授業で先生方が学生

のレベルや教材の内容に合わせて授業をされていた。 

 文責：白﨑） 

 

 

表1 実習のスケジュール 

 11月14日 11月15日 11月18日 11月19日 11月20日 

1 

1組 見学 

 暗唱・ 

書き取り） 

1組 実習 

 暗唱・ 

書き取り） 

1組 実習 

 暗唱・ 

書き取り） 

1組 実習 

 暗唱・ 

書き取り） 

1組 実習 

 暗唱・ 

書き取り） 

2 
オリエンテーシ

ョン 
2組 見学 H組 見学 実習準備 G組 見学 

3 1組 見学 教案指導 教案指導 1組 実習 実習準備 

4 3組 見学 E組 見学 1組 見学 実習反省・指導 1組 実習 

5 日本事情演習IB F組 見学 A組 見学 N2③ 実習反省 

6 実習・教案作成 1組 見学 4組 見学 J組 見学 1組 見学 

  



- 22 - 

3.1. 初級クラス  

 初級クラスは担当した 1組を中心に、同じく 10月

に入学した学生で構成される 2組、3組、4組の授業

も見学させていただいた。授業では、先述のセンター

独自教材『留学生のための日本語初級』が使用されて

いた。授業は基本的に、導入 イントロ）・練習 ド

リル）・新字・本読み・新しい言い方 文型）・内容

ドリル・練習帳の順で進められる。導入では、教科書

を開けさせることなく、教師の語りのみでその課の

場面を学生に想像させることになっている。学生が

その中に出てくる新出の文型や語彙を理解し、ある

程度自然に発話できるまでリピートや質問を繰り返

していた。練習の段階では、学生を順番に指名し、全

員に発話する機会を与えることで定着を図っていた。

特に、1 組は日本語レベルの高い学生が多かったた

め、教師のキューに対する反応も素早く、非常にテン

ポよく授業が進められていた。様々な授業を見学さ

せていただいたが、全てに共通していたのは、学生自

身のことを答えさせるように工夫された質問が多か

ったということである。自分のことを話させること

により、新しい文型の理解が促進されたり、クラス内

の活発なコミュニケーションのきっかけになったり

することが分かった。  

 一方で、教師の問いかけに対して反応が薄いクラ

スもあり、そこでは教師が例文や絵カードを使って、

とにかく何度も何度も学生に発話させていた。口を

慣れさせることが発話への負担軽減につながり、学

生たちの反応も徐々に良くなっている様子であった。

教師は学生たちのレベルや様子を考慮し、臨機応変

に授業を展開していく必要があることを実感した。  

 文責：寒川）  

 

3.2. 中級・上級クラス  

中上級のクラスでは、センターオリジナルの教科

書である『留学生のための日本語中上級』のテキス

トを用いた授業がなされていた。クラスによって進

度が違っていたため、同じテキストの異なる課を取

り扱っておられる授業を見学することができた。授

業では、教科書に載っている文章を読み進めなが

ら、文章の内容やテーマに関する質問、新しい文法

や表現に関する質問など先生方の問いかけに対し、

学生は積極的に質問に答えていた。新出表現を用い

た作文を作るという場面では、持っている日本語の

知識でユーモアのある回答をする学生が多く、先生

と学生の穏やかな雰囲気が印象的であった。先生の

お取りはからいにより、いくつかのクラスでは交流

の場を用意していただけた。専門学校や大学への進

学を希望している学生が学んでいる日本語学校であ

るだけあり、大学での生活や進路選択についての質

問が多かった。  

 文責：白﨑）  

  

3.3. 日本事情演習  

 日本文化について学ぶために開講されている授業

が 日本事情演習」である。見学したのは、日本での

面接と年賀状について扱う授業だった。面接に関す

る部分では、面接の際の身だしなみや面接時のマナ

ーを中心に学んでいた。専門学校の面接を控えてい

る学生が多かったため、授業内では専門学校の入試

を想定して面接の練習を行う場面があった。その際

に面接官役として授業に参加させていただいた。年

賀状に関する部分では、先生が私たち実習生に手紙

や年賀状についていくつか質問をしてくださった。  

 文責：白﨑）  

  

3.4. N2③  

 この授業は JLPTの N2受験対策として実施されて

いるものである。主に文法と読解の問題に取り組ん

でいた。まず学生が問題を解いてから、答え合わせ、

解説という流れで進められていた。読解に関しては、

文章の解説のみならず、解答する際のコツについて

も触れられており、実践的な授業であるという印象

を受けた。  

 また、見学させていただいた中では唯一、パワー

ポイントを用いて実施されていた授業であった。実

際に教師が書き込みする様子を見せることで、視覚

的にも解答の手順が分かりやすく示されていると感

じた。  

 文責：寒川）  

 

4．教壇実習について 寒川）  

4.1. 暗唱・書き取り  

 大阪日本語教育センターでは、毎日 2回の 暗唱」

 1限目と 4限目）と 1回の 書き取り」 1限目）

が実施されている。暗唱は、学生がテキストに対応し

た会話形式の暗唱文を事前に覚え、ランダムに指名

されたペアで発表するというものである。教師はそ

の場で会話を聞き、必要に応じてフィードバックを
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与える。書き取りでは、指定された既習の課の新出文

法や語彙を織り交ぜた 5 文を教師が作成、音読し、

学生はノートに正しく書き取りを行う。特に、新出の

漢字やカタカナを積極的に文章に取り入れることで、

定着を図る目的がある。教師は 1 つの文章につき計

3回、それぞれスピードを変えて読み上げる。実施後、

ノートを回収し、漢字も含めて正確に書くことがで

きているかを確認する。  

 筆者らは、1限目の暗唱・書き取りを実習 2日目か

ら担当させていただいた。なお、作成した書き取りの

文章は事前に担当の先生に確認していただき、授業

に臨んだ。  

 筆者は 11月 15日と 19日に暗唱・書き取りを担当

した。初めて暗唱を担当した際には、細かい助詞の間

違いを指摘したり、正確な発話ができるまで何度も

言い直しをさせたりすることが疎かになってしまっ

た。助詞の間違いに気づいた際、流れを遮ってすぐに

訂正すべきか迷い、結局何も指摘しないまま進んで

しまった部分もあった。初回を終えて、遠慮は学生の

ためにはならないと深く反省した。  

 書き取りでは、音読のスピードや学生の出来具合

を見ながら進めることに難しさを感じた。学生によ

って書くスピードが様々で、1番遅い学生に合わせる

とかなり時間をとってしまうことになるため、次の

文章を読み始めるタイミングの判断に悩まされた。

指導教官の先生からは問題文の間隔が少々長すぎる

というフィードバックを頂いた。2回目の暗唱・書き

取りでは 1 回目の反省と頂いたフィードバックを意

識して取り組むことができたと感じている。学生の

間違いも、できる限り自然な流れで訂正することを

心掛けた。  

 暗唱・書き取りは通常の授業とは異なり、決まった

流れや、手順を着実に踏むことで円滑に進められる

ものであった。もちろん臨機応変にフィードバック

を与えねばならないという緊張感もあったが、教壇

実習を控える筆者らにとって、学生の前に立って話

すことに慣れる良い機会となった。  

  

4.2. 教壇実習  

 

表 2 実習内容 寒川）  

日付  授業内容  

11/19  受け身形  

・無生物主語  

・迷惑受身  

11/20  敬語  

・いらっしゃいます  

・まいります  

・おります  

・なさいます  

  

 教壇実習の初回は、無生物主語の受身と迷惑受身

の導入・練習を、2回目は上記 表 2）の敬語の導入・

練習を担当した。  

 教案指導の際には、変換練習の文章を増やし、現実

で使えるような例文にした方が良いというご指摘を

頂いた。特に、迷惑の受け身は状況と合わせて考える

必要があるため、自然な例文の作成に時間を要した。

実際に使用されている場面がすぐに思いつかない自

身の想像力の乏しさを痛感した。2回の教案作成で配

慮した点としては、自然な流れで導入することと、授

業全体の構成を分かりやすいものにすることの 2 点

が挙げられる。授業構成の分かりやすさに関しては、

学生のスムーズな理解を促進するだけでなく、自身

が授業を進めるうえでも、大いに役立ったと考えて

いる。授業構成を何度も検討する中で全体の流れが

頭に入り、実際の授業では、時間を考慮して省略して

もいい部分や、逆に必ず押さえておきたいことをそ

の場で適切に取捨選択することができた。  

 19日の教壇実習では、学生とのコミュニケーショ

ンを取りながら想定した流れで授業を展開できた一

方で、練習のパートにおいて曖昧なキューを出して、

学生を混乱させてしまいそうになる場面があった。

また、板書をしながら授業を行うのは筆者にとって

初めての経験であり、授業後に指導教官の先生から

文字を書くタイミングやホワイトボードの使い方に

関するアドバイスを頂いた。特に、口頭で文を言って

から板書し、集中するポイント 耳か目か）を絞る方

が学生にとって分かりやすいというフィードバック

は大きな学びとなった。20日の実習は初回の反省と

学びを生かし、どの情報をどの位置に配置するかと

いった板書計画を立ててから授業に臨んだ。また、キ

ューを丁寧に出すことや、敬語を使用する状況を明

確にイメージできるよう十分に説明することを意識

した。一方で、タイムマネジメント等、後悔の残る部
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ドイツ・デュッセルドルフ大学での日本語教育実習報告 

 

梅下 華琳 

 

1． はじめに 

本稿は 2023 年 10 月から 2024 年 7 月にドイツの

デュッセルドルフ大学（正式名称ハインリッヒ・ハ

イネ大学）の現代日本学科（Modernes Japan、以下

Mojaと略す）において行われた、日本語教育実習の

報告である。デュッセルドルフは、ドイツ北西部に

位置する都市で、ノルトラインウェストファーレン

州の州都である。多くの日系企業が進出しており、

ヨーロッパで 3 番目に日本人が多い町として知られ

ている。デュッセルドルフ大学はその南エリアの広

い敷地にキャンパスを構え、中央駅から電車で約 1

５分でアクセスできる好立地にありながら、落ち着

いた環境を持つ総合大学である。 

 

2． 日本語教育実習の概要 

本実習に参加した教育実習生（以下、実習生）は 2

名であった。実習では約 10か月、2学期間（秋冬学

期・春夏学期）にわたって、主に⑴TA（ティーチング

アシスタント）、⑵宿題添削、⑶教壇実習の 3つの業

務に携わった。それぞれの業務では指導教員にあた

る日本人日本語教師の先生方にご指導いただいた。 

現代日本学科で日本語を学ぶ学生数は、初級（日

本語Ⅰ・Ⅱ）4クラス約 80名、中級（日本語Ⅲ・Ⅳ）

3 クラス約 50 名である。どのレベルも、週 5 日、1

日 1 コマ日本語の授業があり、その都度プリント 1

～2 枚の宿題を出し、語彙リストや教科書の練習問

題の予習も課すというカリキュラム編成になってい

る。初級の授業は、現代日本学を専攻する学生だけ

でなく、副専攻とする学生も受講できるのに対し、

中級の授業は、現代日本学を専攻する学生のみが受

講できる。 

さらに、本実習では、秋冬学期の修士課程の授業

にも TAとして参加させていただく機会を得た。アカ

デミックジャパニーズを受講している修士課程の学

生は 6名ほどであった。 

表１は秋冬学期に割り当てられた実習担当時間割

である。以下、業務内容について項目を分けて説明

する。 

 

2.1 TA 

 TAとして参加した日本語Ⅰ～Ⅳの授業では、誤字

や発音をチェックしたり、ペアワークや質問対応を

行ったりした。教室の中を歩いて学生に声をかける

ことにより、授業の雰囲気をつかみ、学生との接し

方を学ぶことができた。修士課程の授業では、研究

発表が期末課題として設定されていた。プレゼンテ

ーションの指導のほか、イントネーションや長音、

アクセントなど発音面の練習をサポートした。 

 

表 1 実習生の時間割（秋冬学期） 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

8:30～10:00 日本語Ⅰ （日本語Ⅲ） 日本語Ⅰ 

教壇実習 

 日本語Ⅲ 

10：30～12:00 日本語Ⅰ 日本語Ⅲ 日本語Ⅰ 

教壇実習 

 （日本語Ⅲ） 

12：30～14：00    アカデミック

ジャパニーズ 

日本語Ⅲ 

14：30～16:00  （日本語Ⅲ）    
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2.2 宿題添削 

宿題の提出はデュッセルドルフ大学のオンライン

システム上に行われる。提出された宿題をダウンロ

ードし、タブレット端末で添削した後、再度システ

ムにアップロードして学生に返却するという流れだ

った。基本的に提出翌日に返却するのが決まりであ

り、教員と実習生で分担して行った。初級と中級の

宿題提出がかぶった時は、1日に 40名分の宿題を添

削することもあり、時間と労力がかかる作業である。

しかし、この作業を通して、学習者がつまずきやす

いポイントを知ることができるため、授業を構成す

る際のヒントになったり、質問への返答をブラッシ

ュアップできたりとさまざまなところで役に立った。

また、学期中 5 回ほど、初級も中級も作文の宿題が

あり、休日の過ごし方や好きなもの、地元のおすす

めの場所といったテーマで 400 字程度の文章を添削

した。はじめの頃は横書きの形式に戸惑ったり、カ

タカナ表記の仕方に正しいかどうか不安を感じたり

したが、辞書やインターネットで調べるうちに次第

に慣れていった。学生のことを知る良い機会になり、

課題のファイルに感想やコメントをそえることで学

生とのコミュニケーションもはかどり、とても楽し

い経験であった。 

 

2.3 教壇実習 

 水曜日の初級日本語Ⅰ・Ⅱの授業を 2 週間ごとに

もう一人の実習生と交代しながら担当した。自分が

担当していない週の授業には TAとして参加した。 

 教材は『みんなの日本語初級Ⅰ』『みんなの日本語

初級Ⅱ』（スリーエーネットワーク）を使用した。授

業内容はドリル練習が中心だった。学生は授業前に

学習する範囲の文法解説ビデオを予め視聴するほか、

実習生が担当する一つ前の授業で導入や文法の説明

を受けることになっている。そのため、復習として

軽くおさらいしたあとは、授業の大半を教科書の練

習問題を解く時間や、オリジナルゲームによる文型

練習の時間に使った。ただ、学期中 3 回ほど文型を

導入することもあった。 

 教案は授業担当週の前の金曜日までに作成し、指

導教員に提出しなければならない。フィードバック

を受けることで効率的な進め方を学ぶ。学期全体の

カリキュラムのほかに、週間の細かい授業計画書が

配布されるので、それぞれに従って教案を作成した。

指導教員の添削を参考に修正を加えたあと、パワー

ポイントを用意し、独自で考案したドリル練習に必

要な教材を印刷するなどの準備をする。 

 授業後は、指導教員ともう一人の実習生からコメ

ントを寄せられる。授業の構成や指示の出し方、目

標とする技能（読む・話す・聞く・書く）のどの技能

に集中させるかなど、さまざまな視点でアドバイス

をもらった。 

 

3． ブロックコース 

春休み中に希望者のみが参加できるブロックコー

スという集中講座が開講され、私たち実習生は初級

クラスを 2 日間担当した。『みんなの日本語初級Ⅰ』

第 1～17 課で扱った文法・語彙・表現・漢字の復習

ができる活動を実習生 2人で考え実施した。表 2は

 

表 2 ブロックコースの授業内容 

 1日目 2日目 

1コマ目 

9:00～10:30 

ウォーミングアップ 

タスク（＝プレゼンテーション）の

説明 

作成したプレゼンテーションの内容を

確認・更新 

2コマ目 

10:45～11：45 

『みんなの日本語初級Ⅰ』 

第 1～17課復習 

漢字プリント 

第 1～14課復習 

（休憩）   

3コマ目 

12:45～13:45 

プレゼンテーションで用いる表現の

練習 

発表練習 

4コマ目 

14:00～15:00 

プレゼンテーションの内容をグルー

プで作成 

発表 

振り返り 
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タイ・チュラーロンコーン大学での日本語教育実習報告 

 

池内 優香 

 

1. はじめに 

 筆者は2023年6月から2024年 3月までの約10ヶ

月間、タイにあるチュラーロンコーン大学にて日本

語教育実習の機会をいただいた。筆者にとってタイ

へ行くのは初めてであったが、海外での日本語教育

実習も初めての経験であった。本稿では、この教育

実習について報告する。 

 

2. チュラーロンコーン大学について 

チュラーロンコーン大学は、1917年に設立された

タイで最初の高等教育機関であり、最も古い歴史を

有する国立大学である（科学技術振興機構 HP）。19の

学部を有しており（チュラーロンコーン大学 HP）、筆

者は、文学部東洋言語学科日本語講座にて実習を行

なった。 

東洋言語学科に所属する日本語専攻の学生、およ

び、副専攻として日本語を学習する学生の数は以下

の表 1の通りである。 

表 1 チュラーロンコーン大学日本語学習者数 

（2024年 1月時点） 

クラス名 学年等 人数 

日本語専攻 1年生 55人 

日本語専攻(主専攻) 2年生 34人 

日本語専攻(主専攻) 3年生 29人 

日本語専攻(主専攻) 4年生 38人 

日本語副専攻 N4以上 80人 

 アカデミックイヤーは、前期が 8月初旬から 12月

初旬、後期が 1月初旬から 5月初旬である。 

バンコクの中心地に位置しており、立地がとても

良い。筆者が実習期間中に滞在していた学生寮もキ

ャンパスの敷地内にあり、文学部までは徒歩で約 20

分、学内を走る無料バスでは約 5 分で行くことがで

きる。この学内バスは運行状況を確認できるアプリ

もあり、非常に便利であった。 

 

3. 実習内容 

 筆者の実習内容は大きく分けて、チュラーロンコ

ーン大学の学部学生向けの授業、外部の社会人向け

日本語コース、日本語講座公式 Facebookのコンテン

ツ制作であった。この他にも、課外学習や他大学の

イベントへの参加の機会も得た。これについては、4

章で詳述する。 

 

3.1. 学部学生向け授業 

①日本語副専攻学生向け会話授業 

 前期は、ユッパワン先生ご担当の日本語副専攻学

生向けの授業に、TAとして参加した。教材は先生の

オリジナル教材で、「勧誘―返答」「依頼―応答」な

どといった機能別で構成されている。授業の流れは

以下の通りである。タイ語で導入がされた後、練習

問題を行う。授業後、学習した内容のロールプレイ

（以下、RP）を作成する課題が出され、学生は、次回

授業までにスクリプトを提出する。次回授業の冒頭

で課題の RP を発表し、それに対しフィードバック

（以下、FB）を行うという流れである。筆者は、この

うち、テキストにある練習問題、RPの場面作成、RP

の添削および FBを担当した。  

毎回の授業の他に、中間・期末試験の問題作成や

採点、口頭試験のロールプレイの相手役など、試験

に関わるさまざまなことをさせていただいた。筆者

にとってテストの作成や採点は初めての経験であっ

たため、テスト作成時の注意点や採点基準の設定な

ど、細かいところまで考えられていることに気づか

された。日本では学生側の立場でしか経験がない筆

者にとって、このように教師側の立場を経験できた

ことは、とても貴重な経験であった。 

 基本的には TA として上述した内容を担当したが、

筆者一人で授業を担当する機会も与えていただいた。

普段はタイ語でのサポートがある中での授業であっ

たため、日本語のみでの授業で学生にしっかりと伝

わるか、学生がついてこられるか、不安も大きかっ

たが、授業までに何度も先生とも打ち合わせをさせ

ていただき、無事に終えることができた。 

 

②日本語副専攻学生向けビジネスメール授業 

 後期は、ユッパワン先生ご担当の日本語副専攻の.

オリジナルの教材で、敬語の確認から始まり、「お知
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をお持ちのタイ人の先生方が、筆者のところへ日本

語の質問に来てくださり、筆者の意見をしっかりと

聞いてくださる姿勢には、先生方の向上心の高さを

感じ、強く感銘を受けた。 

最後に、実習を受け入れてくださりご指導くださ

ったチュラーロンコーン大学のチョムナード先生、

ユッパワン先生に感謝申し上げます。魚介類にアレ

ルギーがあり、満足にタイ料理が食べられない私を

いつも気遣ってくださり、本当にありがとうござい

ました。わずかな滞在期間中に二度もコロナにかか

ってしまい、コロナを含めて四度も高熱を出してし

まった私を、温かく受け入れてくださり、本当に申

し訳なく感じながらも感謝でいっぱいです。実習の

内容についても、ユッパワン先生には、研究室に授

業前にアポ無しで突撃することも何度もありました

が、それでも「未来の日本語教師のためだから」と、

いつも嫌な顔ひとつせず手を止めてアドバイスをく

ださり、とても感謝しております。また、パンラナン

さんにはいつもお世話になりっぱなしでしたが、特

にコロナになってしまった時に、たくさん差し入れ

をしてくださり、本当にありがとうございました。

日本人講師として勤務されている渡邉先生にも、タ

イでの生活のノウハウなど、色々なことを教えてい

ただきました。渡邉先生がいてくださって本当に心

強かったです。ありがとうございました。このよう

な機会を与えてくださった筒井先生をはじめとする

大阪大学の先生方にも心より感謝申し上げます。 

 

【参考 URL】 

科学技術振興機構 HP https://spap.jst.go.jp/res

ource/university/2090004.html(最終閲覧：2025年

1月 12日)  

チュラーロンコーン大学HP https://www.chula.ac.

th/en/(最終閲覧：2025年 1月 12日)  

 

https://spap.jst.go.jp/resource/university/2090004.html
https://spap.jst.go.jp/resource/university/2090004.html
https://www.chula.ac.th/en/
https://www.chula.ac.th/en/
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タイ・チェンマイ大学での日本語教育インターンシップ 

 

田中 倫 

 

1. はじめに 

 筆者は2023年 7月から2024年 2月にかけて、タ

イ北部チェンマイにあるチェンマイ大学人文学部日

本語学科で日本語教育インターンシップに参加した。

チェンマイは「タイの京都」とも呼ばれる美しい古

都で、日本語学習者が多い地域でもある。 

本インターンシップは、国際交流基金のご支援と

チェンマイ大学のご協力によって実現したものであ

り、この場を借りてお世話になった皆様に改めて深

く感謝の意を表したい。 

 

2. 日本語学科 

2024年2月末時点、チェンマイ大学で日本語を主

専攻とする学生は約 160 名であった。1,2 年生では

クラスごとに日本語の授業、3 年生以降はより専門

的な内容の選択授業が行われており、4 年生はイン

ターンシップまたは卒業論文を選択するという制度

になっている。また、日本語を副専攻とする学生は

約 430 名にのぼり、副専攻の学生向けの日本語初級

の授業が開講されている。 

 

3. インターン生としての活動概要 

主にティーチングアシスタント（以下：TA）とし 

ての授業補助と教壇実習（3.1）、スピーチ大会に向

けての担当学生の指導（3.2）、インターン生主導の

イベントの企画運営（（3.3）、（「学びキャンプ」の企画

運営補助を行った（3.4）。 

 

3.1 TA 

TAとして授業に参加させていただいた主な科目は

表１のとおりである。また、表外の科目においても、

チャンスがあれば宿題の添削や中間・期末テストの

評価をさせていただいた。 

なお、表１の通り、大学は前後期制で（（前期は6月

中旬～10 月末、後期は 11 月中旬～3 月末）、1 科目

週 2 コマ制（月曜日と木曜日、火曜日と金曜日が同

じ時間割）を取っており、全学休講の水曜日を日本

語学科では文化活動（4.1）に充てている。 

 

 3.1.1 2年生・会話（前期・後期） 

 この授業は主専攻 2 年生約 40 名を対象に行われ

た。TAの主な役割は、教科書の会話練習パートの対

話活動に参加し、日本語母語話者として学生の質問

に答えることだった。学生から日本語や日本文化に

関する質問を受ける一方、私もタイの興味深い情報

を教えてもらうなど、双方向の学びを経験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1)（TAとして参加した科目 

前期 月 火 水 木 金 

9:30~11:00  2年生・会話 

文

化

活

動 

 2年生・会話 

11:00~12:30  
副専攻4 

（Section1） 
 

副専攻4

（Section1） 

13:00~14:30  3年生・会話  3年生・会話 

14:30~16:00  
副専攻4

（Section2） 
 

副専攻4

（Section1） 

後期 月 火 水 木 金 

9:30~11:00 
副専攻4

（Section1） 
 

文
化
活
動 

副専攻4
（Section1） 

 

11:00~12:30 2年生・会話  2年生・会話  

13:00~14:30 
副専攻2

（Section1） 
  

副専攻2
（Section3） 

14:30~16:00 
副専攻2

（Section2） 
  

副専攻2
（Section4） 
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熱心に準備を進めていた。また、ステージではバン

ド演奏やコスプレショーが行われ、私も学生に誘わ

れてバンドにベースとして参加した。本番に向け、

授業後に学生たちと毎晩練習を重ねたことは非常に

楽しく、友情を深めることができたと思う。 

 

 

写真10）バンド演奏 

 

5. おわりに 

 渡航前、私はこれから始まるインターンシップに

対してポジティブな印象を抱いていたが、初めての

場所で自分がどう役に立てるのか、周囲とどう関係

を作れるのかという点は全く予想がつかず緊張して

いた。しかし、実際に滞在してみると、私は新しい

場所に赴き、知らないことを知り、自分に求められ

ていることを探しながら環境に適応していく過程を

心から楽しむことができる自分に気が付いた。もち

ろんそれは私自身の努力ではなく、いつも新しいこ

とに挑戦するよう促してくださり、温かい雰囲気で

その場に私がいることを許してくださった先生方や、

私の TA としての経験を尊重しつつ友人としても付

き合ってくれた学生たちのおかげである。8 か月間

は本当にあっという間だった。 

 日本語教育という側面でまとめると、大学で教え

る教師の奥深さと視野の広さを学んだインターンシ

ップだった。私は渡航前に既に教育実習や日本語学

校非常勤としての経験があったが、高等教育機関で

中上級以上の学生に関わるのは初めだった。そのた

め、授業準備や指導を通じて中上級者への効果的な

教授法を学ぶよう心掛け、自身の日本語教育におけ

るアイデアの引き出しを増やすことができた。また、

先生方や学生との交流を通して、それぞれの教育観

や目標に触れ、学生のニーズを的確に捉えて力を伸

ばせるようサポートすることの重要性を実感した。

加えて、学生の進路支援や来客対応といった学科運

営に関する業務を間近で学ぶ機会があったことは、

普段自分が学生として過ごす大学ではありえない事

なので、貴重な機会となった。 

 チェンマイでの生活という側面では、本当に楽し

かったの一言に尽きる。日常生活や学生たちとの交

流を通してタイ語やタイの文化について学ぶ機会も

多く、徐々にタイの生活が自分に馴染む感覚は忘れ

がたい。同時に、日本語や日本文化を教える立場と

して、双方向の学びがある嬉しさと豊かさを感じる

と共に、これからも学習者の言語や文化を学び続け

る姿勢を忘れないでいようと改めて襟を正した。 

 本インターンシップを通じて得た経験を活かし、

将来は良い日本語教師になれるよう努め、願わくば

海外の大学で働いたり、日本語を通じた人と人のつ

ながりを支援する仕事をしていきたいと考える。今

回の経験を支えてくださった全ての方々には、心よ

り感謝申し上げたい。 
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日本語実習・日本語演習 2024年度の概要 
 

永原 順子 

 

 
1．「日本語」専攻語科目について 

大阪大学外国語学部では、日本語を専攻語とする留

学生（特別聴講学生を含む）を対象に、表1に挙げて

いる14科目の「日本語」専攻語科目を開講している。

1年次に5科目（10単位）、2年次に5科目（10単位）、 

 

3・4年次の2年の間に計4科目（8単位）が必修である。

1・2年次の科目は通年、3・4年次の科目は半期の授業

である。各授業は１回90分で、週1 回（通年は30回、

半期は15回）行われている。 

 

表1 2024年度「日本語」専攻語科目 科目名・内容 

１年次（実習） 2年次（実習） 3・4年次（演習） 

日本語1 文章作法 

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

日本語11 ビジネス日本語 

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ日本語 

日本語Ⅰa 日本語ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾗｲﾃｨ

ﾝｸﾞ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ 

日本語2 論文作成・講読 日本語12 日本語類義語分析 日本語Ⅰb 論文読解・要約作

成 

日本語3 時事日本語 

日本語の発音 

日本語13 論文講読 

（日本文化） 

日本語Ⅱa 日本語の副詞 

日本語4 講読・批評理論 日本語14 日本語作文 

（日本事情） 

日本語Ⅱb 国語教育 

日本語5 総合・文法 日本語15 論文講読 

日本語の文法教育 

 
2．「日本語」専攻語科目の概要 

「日本語」専攻語科目の目標は次の3点である。 

① 日本社会の様々な場面において、適切な言語行動

を理解し、身につける。 

② 日本語および日本文化、社会に関する理解と分析

力を養い、自らの問題意識を高め、課題遂行のた

めの方策や情報を見いだす力をつける。 

 

③ 日本の文化、社会を理解するだけでなく、自己の

母文化と比較対照し、分析的に考えた上で、そ

れを的確に相手に伝えることができる。CEFRに

準拠した1・2年次の到達度目標の詳細は表2の通

りである。なお、3・4年次の到達目標はC1～ C2

レベル相当である。 
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表2 「日本語」専攻語科目 1 年次・2 年次の到達度目標 
 

日本語 1 年次 2 年次 

CEFR B2 ～C1 レベル相当 C1 レベル相当 

 
理

解

す

る

こ

と 

聞

く

こ 

と 

・自分がある程度知っている内容についての大

学の講義を辞書などの補助を使って理解でき

る。 

・テレビニュースがおおよそ理解できる。 

・初めて聞く内容の講義でもおおよそ理解

することができる。 

読

む

こ 

と 

・大学の講義で使われる教科書、参考書、参考文

献、新聞記事や一般的な雑誌、インターネットな

どの記事を辞書を使いながらであれば読む 

ことができる。 

・レポートを書くのに必要な専門書、論文

などを辞書をひかなくてもおおよそ理解

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 
表 

出 

 
 

話

す

こ

と 

や

り

と 

り 

・場面に応じた丁寧さで母語話者と会話が

できる。 

・授業中に自分の意見をわかりやすく述べ 

ることができる。 

・場面と話し相手を考慮して適切な会話が

できる。 

・授業中に他の学生の意見を踏まえながら 

自分の意見を述べて議論できる。 

表

現 

・ハンドアウトを使いながら、自分のよく

わかっている内容について口頭発表ができ 

る。 

・ハンドアウトなどを効果的に使いなが

ら、わかりやすい口頭表現ができる。 

書

く

こ

と 

・口頭発表のためのハンドアウトが作れる。 

・あるテーマについて、自分の意見をレポ

ート形式で書くことができる。 

・フォーマルな手紙が書ける。 

・履歴書が書ける。 

・口頭発表のためのハンドアウトを、文章、

図表、写真などを効果的に用いながら作

ることができる。 

・レポートで文献などを効果的に引用しな 

がら的確な文体で書くことができる。 

 

3．2024年度の受講生 

表3に、2024年度の「日本語」専攻語科目の受講

者数と出身地を示す。なお、休学中等の学生も含め 

 

た。特別聴講学生の数は（内数）で示し、すべて1

年次として換算した。

表3 2024年度の受講者数と出身地   ＊括弧内は特別聴講学生（内数）。 

学年 タイ 

王国 

トルコ 

共和国 

ベトナム社会

主義共和国 

ミャンマー 

連邦共和国 

香港 台湾 大韓

民国 

中華人民

共和国 

総計 

1 1(1) 1 
 

1 
 

1 3 8(2) 15(3) 

2 
  

1 
 

1 1 
 

6 9 

3 
     

2 1 9 12 

4 
      

1 6 7 

総計 1(1) 1 1 1 1 4 5 29(2) 43(3) 

 

以上、2024年度の日本語実習・日本語演習の概要

を述べた。 

 

【参考資料】 

大阪大学外国語学部（2024）『学生便覧2024』 
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2024年度（春夏学期） 日本語 1実践報告 

 

六城 雅章 

 

1．はじめに 

 本稿は、2024 年度（春夏学期）の「日本語 1」の

実践報告である。この授業の受講者は 12 名であり、

出身地別にみると、中国 6名・韓国 3名・台湾 1名・

ミャンマー1名・トルコ 1名である。 

 

2． 授業の概要 

2.1 授業の目的・学習目標・成績評価 

この授業の目的は、「レポートや論文を作成するた

めに、日本語の文章作法を修得する」ことである。 

また、この授業の学習目標は、次の 2つである。 

（１）日本語の文章作法に則った文章を書くこ

とができる。 

（２）学術的なレポートを論文の体裁で論理立

てて書くことができる。 

そして、この授業の成績は、学習目標の（１）を小

テスト（35％）と問題演習（15％）とによって評価

し、（２）を期末レポート（50％）によって評価した。

なお、期末レポートの内容は、日本語の動詞の分類

について論じよというものであった。 

 

2.2 教科書・参考図書など 

 教科書は指定せず、自作のプリントを配付した。 

参考図書については、『増補版 大人のための国語

ゼミ』を指定した。この授業全体の構成（3節で述べ

る）は、本書の内容を参考にしたところがある。 

その他、『日本語パラグラフ・ライティング入門：

読み手を迷わせないための書く技術』などの書籍を

紹介したり、論文のコピーを配付したりした。 

 

3．各回の授業内容 

各回の授業内容は、表 1のとおりである。 

 

表１ 各回の授業内容 

回 授業内容 

1 
・日程・内容・成績評価の説明 

・受講者自己紹介 

2 
・小テスト／解説 

・「見た目を整える」方法の概説 

・問題演習／解説 

3 

・小テスト／解説 

・「場面・相手に合わせる」方法の概説（１） 

・問題演習／解説 

4 

・小テスト／解説 

・「場面・相手に合わせる」方法の概説（２） 

・問題演習／解説 

5 

・小テスト／解説 

・「抽象化する・具体化する」方法の概説 

・問題演習／解説 

6 

・小テスト／解説 

・「列挙する」方法の概説（１） 

・問題演習／解説 

7 

・小テスト／解説 

・「列挙する」方法の概説（２） 

・問題演習／解説 

8 

・小テスト／解説 

・「関係を明らかにする」方法の概説 

・問題演習／解説 

9 

・小テスト／解説 

・「事実と意見を区別する」方法の概説 

・問題演習／解説 

10 

・小テスト／解説 

・「反論する」方法の概説 

・問題演習／解説 

11 

・小テスト／解説 

・「根拠を示す」方法の概説 

・問題演習／解説 

12 

・小テスト／解説 

・「引用する／出典を示す」方法の概説 

・問題演習／解説 

13 

・小テスト／解説 

・「パラグラフ・ライティングで書く」方法の概説 

・問題演習／解説 

14 

・小テスト／解説 

・「レポート・論文を作成する」方法の概説 

・問題演習／解説 

15 

・小テスト／解説 

・授業全体の総括 

・受講者間でのレポートの添削 
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3.1 第 1回の授業内容 

第 1 回の授業では、オリエンテーションおよび自

己紹介を行なった。また、授業全体の概説として、

レポートや論文は、単に「自分の伝えたいことを書

く」のではなく「読み手に読んでもらえるように、

読み手に伝わるように、読み手に納得してもらえる

ように書く」べきであることを説明した。 

 

3.2 第 2～14回の授業内容 

第 2～14回の授業は、次のような構成で行なった。 

・【小テスト／解説】（約 20分） 

授業の冒頭 10分間で小テストを実施し、直後

にその解説を行なった。 

・【概説】【問題演習／解説】（約 70分） 

日本語の文章作法について概説した（各回の

内容は表 1を参照）のち、授業の最後に、授

業内容に沿った問題を受講者に解かせた。ま

た、問題演習については、受講者全員が解答

を終えたことを確認したうえで、その解説を

行なった。 

授業内で【小テスト／解説】【問題演習／解説】を実

施したのは、授業内容の積極的な復習を受講者に促

すためである。なお、【小テスト／解説】【概説】【問

題演習／解説】について、受講者から質問があった

場合には、可能なかぎりその場で回答し、その場で

の回答が困難なものは次回の授業時に回答した。 

 

3.3 第 15回の授業内容 

第 15回の授業は、それまでの集大成となるもので

あり、その中心は「受講者間でのレポートの添削」

（以下、「添削」とする）である。これは、各受講者

が自分なりにレポートを一旦完成させたうえで、そ

れを教室に持参し、受講者間でレポートを交換して、

互いのレポートの添削を行なう、というものである。

なお、この「添削」を実施するにあたっては、授業内

で次のような周知活動を行なった。 

・第 1回の授業で、第 15回の授業時に「添削」

を実施する旨を受講者に伝える。 

・適宜「添削」の存在に触れる。 

・第 14回の授業で、第 15回の授業時にレポー

トを持参するよう受講者に伝える。 

文章作法の授業に「添削」を取り入れることには、

少なくとも次の 4つの利点があると思われる。 

（１）「読み手に読んでもらえるように、読み手

に伝わるように、読み手に納得してもら

えるように書く」ことが自然に実践され

る。なぜならば、「自分なりに一旦完成さ

せたレポート」は、他の受講者に熟読さ

れることを意識して書かれるからである。 

（２）授業内容の総復習が自然に実践される。

なぜならば、他者のレポートを添削する

ためには、自身がそれまでの授業内容を

理解していなければならないからである。 

（３）他者の文章を読むことで、自分の中にな

い発想や表現を学ぶことができる。 

（４）他者からの指摘によって、自分では気付

けなかった問題点に気付くことができる。 

そして、「添削」の成果を利用して必要な修正を施し

たものを、最終的な期末レポートとして提出させた。 

なお、第 15回の授業の構成は、冒頭で第 2～14回

と同様の【小テスト／解説】を実施したのちに授業

全体の総括を行ない、残った時間のすべてを「添削」

に費やす、という形をとった。 

 

4．今後の課題 

 以上、2024 年度（春夏学期）の「日本語 1」につ

いて述べた。最後に、15回の授業を終えて明らかに

なった課題について述べておきたい。 

 今後の課題として挙げられるのは、期末レポート

の内容の見直しである。先述のとおり、この授業の

期末レポートの内容は、日本語の動詞の分類につい

て論じよというものであった。これは先行研究の調

査を要するものであり、そのような内容を設定した

のは、引用の方法や参考文献の記載法などを確実に

身につけさせるためであった。だが、「添削」の際、

相手のレポートで言及されている先行研究の記述を

理解するのに時間がかかり、思うように作業が進ん

でいない組があった。今後は、受講者に必要以上の

負担をかけることがないよう、レポートの内容の見

直しを行ないたい。 

 

【参考文献】 

野矢茂樹（2018）『増補版 大人のための国語ゼミ』

筑摩書房 

松浦年男・田村早苗（2022）『日本語パラグラフ・ラ

イティング入門：読み手を迷わせないための書

く技術』研究社 
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2024 年度（通年） 日本語 2 実践報告  

 

サンジャヤ ソンダ 

 

1. 授業の概要と目的 

 本稿は、2024年度の日本語2の授業実践の報告で

ある。日本語2は春夏学期と秋冬学期に分かれてい

る。春夏学期は基本的なアカデミックリーディング

に関する教科書や様々な記事、調査結果、論文をメ

イン教材とし、外国人日本語学習者から見た日本語、

日本の社会・文化、日本語教育に関わる問題を中心

に取り扱った。読んだ内容に関する自分の意見や考

えを他者に合理的に分かりやすく伝えるといった、

アカデミックリーディング及びクリティカルシンキ

ングの能力を身につけることを到達目標とした。秋

冬学期は、学習者が興味を持つ新聞記事や論文につ

いての発表やディスカッションを行った。 

 

2. 学習目標 

① アカデミックリテラシーに関心を持つ 

② アカデミックリテラシーの大切さへの意識を高

める 

③ アカデミックリーディングを理解し、能力を高

める 

④ クリティカルシンキングの能力を高める 

 

3. 教材選択について 

 春夏学期の前半は、『改訂版大学・大学院留学生

の日本語①読解編』という教科書を使用した。後半

は、グループを決め、グループで日本語学、日本語

教育、日本社会文化のうち関係のある1つの新聞記

事又は調査結果を探し、要約したものを発表しても

らった。 

 秋冬学期は、ペアを決め、ペアで日本語学、日本

語教育、日本社会文化のうち関係のある2つの論文

を選択し、要約したものを発表してもらった。 

 

4. 授業の進め方 

4.1 春夏学期の授業について 

【授業の進め方】春夏学期の前半は、『改訂版大

学・大学院留学生の日本語①読解編』を使用した。

毎週この教科書の課を2つ分扱った。教科書に従っ

て文章を読んだ後、練習をした。最後に、授業当日

にクラスで読んだ文章や習ったことに関する意見や

感想を CLEに書かせた。春夏学期の後半では、グル

ープを決め、グループで日本語学、日本語教育、日

本社会文化のうち、それらの分野に関係があって受

講生の興味のある新聞記事又は調査結果を探し、ま

とめたものを発表してもらった。発表後は、ディス

カッションをした。ディスカッションでは、グルー

プ発表後に質疑応答を行った。時間があった場合は、

発表した新聞記事又は調査結果についてのコメント

や感想を CLEに書いた後、ディスカッションする形

式で授業を進めた。 

【毎週の課題】使用教科書にある文章や習ったこと、

発表した新聞記事又は調査結果に関して、コメント

や感想をCLEに送る。（14回程度） 

【学期末課題】個々の受講生が授業の後半で発表し

た内容について、自分の意見や感想を学期末エッセ

イとして提出。 

 

4.2 秋冬学期の授業について 

【授業の進め方】秋冬学期は、ペアを作り、ペアで

日本語学、日本語教育、日本社会文化のうち、それ

らの分野に関係のある2つの論文を探し、発表した

後、ディスカッションを行うというような流れで授

業を実施した。選択する論文は 2 つあるが、2 つは

異なる分野の論文に決めなければならないことにし

た。1 回目の発表は前半の授業で、2 回目の発表は

後半の授業で行なった。発表では選択した論文を要

約したものを発表した後、質疑応答をするという流

れで行った。その後、発表した論文について意見や

感想を CLEに書いた後、受講生みんなが口頭で述べ

る機会を設けた。 

【毎週の課題】発表した論文に関してコメントや感

想をCLEに送る。（14回程度） 

【学期末課題】個々の受講生がペアで発表した内容

（2つ）について自分の意見や感想を学期末エッセ

イとして提出。 
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表１ 授業で扱ったテーマ 

回 内容 

1 オリエンテーション（春・夏学期） 

2 
①構造：文章の構造 段落内の構造  

②構造：中心文 支持文 

3 
①構造：アウトライン 論理の構造分類 

②構造：定義 

4 
①構造：経過 

②構造：比較・対照 

5 
①構造：原因・結果 

②構造：位置 

6 
①構造：列挙・順序 

②構造：理由・根拠 

7 構造：筆者の意見を表す表現 

8 

講師による発表 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

9 

グループ発表 1 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

10 

グループ発表 2 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

11 

グループ発表 3 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

12 

グループ発表 4 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

13 

グループ発表 5 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

14 

グループ発表 6 

①新聞記事・調査結果・データを読む 

②ディスカッション・発表 

15 学期末エッセイ提出 

16 オリエンテーション（秋・冬学期） 

17 

講師の発表 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

18 

グループ発表 1 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

19 

グループ発表 2 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

20 

グループ発表 3 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

21 

グループ発表 4 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

22 

グループ発表 5 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

23 

グループ発表 6 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

24 

グループ発表１ 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

25 

グループ発表 2 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

26 

グループ発表 3 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

27 

グループ発表 4 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

28 

グループ発表 5 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

29 

グループ発表 6 

①日本語学に関係する記事・論文の 

 概要を読む 

②ディスカッション・発表 

30 学期末エッセイ提出 

 

5. 受講生の反応と今後の課題 

 今年度の受講生は、中国語母語話者が7名、韓国

語母語話者が3名、トルコ語母語話者が1名、ビル

マ語母語話者が1名の合計12名であった。   

春夏学期の前半では、教科書に沿って、文章の構

造、文章の読み方などを学んだ。文章の内容も理解

しやすいものから複雑なものを読んで、受講生は文
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章の内容だけでなく、自国の文化から観た意見も述

べていた。   

春夏学期のグループ発表では、個々のグループが

選んだ新聞記事やある調査結果について発表するこ

とになっていたが、ほとんど全てのグループが論文

や論文にあるデータについて発表していた。全ての

グループが発表の準備もきちんとされていた。また、

日本語学・日本語教育・日本社会文化に関する論文

又は論文にあるデータで、受講者が発表に選んだ論

文のテーマはどれも興味深いものであった上に、本

授業の計画の内容より難いものであったが、全ての

グループがわかりやすく面白く発表することができ

た。発表後は、挙手し、質問したり意見を述べたり

する学生もいれば、CLE に意見や感想を記入した後、

ディスカッションの時間に発表のフィードバックを

する学生もいた。このように、受講生は皆、春夏学

期の授業の全てを積極的に受けていた。 

 秋冬学期の授業では、一学期中に、ペアで日本語

学・日本語教育・日本社会文化に関する論文に関し

て発表する形で授業を実施した。各ペアが2回発表

し、1 回目の発表は秋冬学期の前半で、2 回目の発

表は秋冬学期の後半で行った。受講生が選択した論

文は、日本語母語話者の若者の言葉や外国にルーツ

を持つ人への日本語教育の支援、アニメのキャラを

使用することによる地域の活性化といった日本語学、

日本語教育、日本社会文化に関する様々な興味深い

論文を発表していた。どのペアも準備がきちんとさ

れており、わかりやすく発表することができた。秋

冬学期にも、発表後に、挙手し、質問したり意見を

述べたりする学生もいれば、CLE に意見や感想を記

入した後、ディスカッションの時間に発表のフィー

ドバックをする学生もいた。 

 春夏学期と秋冬学期の授業のプロセスを全体的に

見ると、受講生は皆、自分の考えや意見などを述べ

たり、受講生間で意見の対立があったとしても良い

態度をとったり、大変積極的に受けていた。 

 今後、本授業の受講生が日本語学、日本語教育、

日本社会文化の様々な論文の内容の理解力を高める

ことだけではなく、それらに関する論文講読により

興味を持ち、クリティカルシンキングの能力の向上

に役立つことを期待する。  
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2024年度（通年） 日本語 4（講読）実践報告 

 

宮﨑 玲子 

 

1. はじめに 

本稿では、2024年度の「日本語４（講読）」につい

て報告する。授業の目標は、1年次の外国語学部専攻

語到達目標iを参考に、以下の３つを設定した。 

1. 主張と論法が明確な文章を論理に従って読み、

著者の主張を説明することができる。 

2. 読解した内容について、自分の知識や体験と照

らし合わせて他の受講生と議論することができる。 

3. 読解した内容をもとに、更なる具体例を考えた

り著者の主張を発展させながら、自分の意見を記述

することができる。 

異なった文化背景を持つ学生が混在する教室で読

解の授業を進めて行くにあたって、他者の視点や意

見を取り入れることは、非常に有効である。そのた

め、本授業ではペアやグループでのワークに重点を

置き、他の学生との対話を通して自分の読みや考え

を深めること、またテキストを読んで新しい知識を

得るだけでなく、そこから新たな視点に気がついた

り応用したりすることを目指した。 

 

2. 授業概要 

2.1 使用教材 

使用教材には、学生の専攻に鑑みて日本語・日本

文化・日本事情に関連するもので、かつどの学生に

も比較的身近なことばや社会を取り扱ったもの、自

分自身の母語や母文化と比較したり、他の学生との

対話が深められるものを筆者が選定した。メイン教

材として以下の３点を採用し、適宜抜粋して使用し

た。本稿では、以下それぞれ教材①、教材②のよう

に示す。 

①古田徹也（2021）『いつもの言葉を哲学する』朝

日新聞出版 

②三木那由他（2022）『会話を哲学する』光文社 

③中村桃子（2024）『ことばが変われば社会が変わ

る』筑摩書房 

また、小説を読みたいという学生も一定数いたた

め、前期には以下の小説を用い、ジグソー・リーデ

ィングiiの手法を取り入れながら、読解を行った。 

④梶尾真治（2008)「きみがいた時間、ぼくの行く

時間」『クロノス・ジョウンターの伝説∞インフ

ィニティ』朝日新聞社 

その他、時事問題を扱いたい学生も多く、速読の練

習として、以下の教材や新聞の社説を取り扱った。 

⑤朝日新聞出版（2024）『朝日キーワード 2025』朝

日新聞出版 

 

2.2 授業概要 

授業の概要は以下の通りである。前期と後期では

内容が異なるため、分けて報告する。 

2.2.1 前期 

授業の概要と取り扱った教材・トピックを表１に

示す。 

表１ 授業概要（前期） 

回 授業内容とトピック 

1 オリエンテーション 

2 教材①-1 第 1章第 1節 グループワーク 

・理不尽なルールについて 

教材⑤「止まらない物価上昇」 

3 教材①-1 第 1章第 1節 発展ワーク 

・要約のポイント 

教材⑤「ひきこもり、全国に 146万人」 

4 教材①-2 第 1章第 5節 グループワーク 

・オノマトペのイメージについて 

教材⑤「準備難航する大阪・関西万博」 

「『子ども家庭庁』スタート」 

5 教材①-2 第 1章第 5節 発展ワーク 

・オノマトペを楽しもう 

教材⑤「広がる対話型 AIの活用」 

「海外でヒット相次ぐ日本アニメ 

6 教材①-3 第 2章第 1節 グループワーク 

・レポートや論文の執筆について 

教材⑤「深刻化する教員不足」 

「増える公立大」 

7 教材①-3 第 2章第 1節 発展ワーク 

・課題やレポートの提出の仕方について 

教材⑤「広がる書店空白地帯」 

「ステマ規制スタート」 

8 教材④-1 ジグソー・リーディング 
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9 教材④-2 ジグソー・リーディング 

10 教材④-3 ジグソー・リーディング 

11 教材①-4 第 4章第 6節 グループワーク 

・新聞の見出しについて 

教材⑤「最低賃金、1千円超え」 

「リスキリング促進と労働市場改革」 

12 教材①-4第 4章第 6節 発展ワーク 

・新聞の見出しをつけてみよう 

教材⑤「復活するインバウンド需要」 

「物流 2024年問題」 

13 教材①-5 第 3章第 3節 グループワーク 

・ことばの使われ方を調査してみよう 

教材⑤「技能実習制度廃止へ」 

「深刻な人手不足」 

14 教材①-5第 3章第 3節 発展ワーク 

・コーパスを使ってみよう 

教材⑤「地球沸騰の時代」「ＧＸ推進法」 

15 総括・授業評価アンケート 

 

各回の授業は、以下のように進行した。なお、第 8

回～第 10回の授業は変則的な回だったため、ここで

は触れない。 

 

一. 最近読んだもの、報告 

二. サバイバル読み 

【一週目】 

三－1．予習シートのグループ確認 

四－1. 全体共有 

五－1．応用ワーク 

※課題として、読解部分の要約とコメント提出 

【二週目】 

三－2. 要約課題のまとめや発展ワーク 

四－2．全体共有 

五－2．次回の読解内容に関するプレ・ワーク 

六. 速読 

 

一.に関しては、学生の授業以外の読解を促すため

に、ウォーミングアップを兼ねて行った。読むもの

は言語もジャンルも問わないこととし、口頭で報告

してもらった。毎回数名、基本的に挙手制とした。

日本の近代の名著を読んだことを報告する学生もい

れば、現代のミステリー作品、哲学書など学生によ

って報告するジャンルは様々で、学生の趣味嗜好を

窺い知る機会にもなった。 

二.に関しては、まず、学生全員を起立させ、その

日のメイン教材（教材①）の読解部分を、一人一行

ずつ順番に音読するものである。ただし、読んでい

る人が間違えてしまったら座るというルールで行っ

た。大学生になると、授業で音読する機会は少なく

なることが予想されるが、良い文章を声に出して読

むことは、本文の理解や文章力の向上のためにも効

果があるとされる。また、語句の読みの予習を促す

ことにもつながるため、この活動を取り入れた。 

三～五.は、メイン教材である教材①の読解活動で

ある。予習として、前の回に配布した読解資料を筆

者が自作した予習シート（当該範囲の要約補助とな

る設問への回答）に沿って読んできていることを前

提として行った。毎回くじ引きでグループを決め、

そのグループでの活動となる。一週目には、予習シ

ートへの回答をグループで確認し、それを全体で共

有した。その後、読解内容をより確実にするため、

応用ワークとして、自分自身で例を考えて共有した

り、読解内容に関して議論したりするグループ活動

を行った。また、読解範囲の要約とコメントの記述

を課題とした。二週目には、各自が提出した要約課

題に関してフィードバックを行った後、発展ワーク

として、読解内容に関連する内容に関してのグルー

プワークを行った。最後に、次回の読解範囲に関し

て、補足説明が必要だと思われる箇所を取り上げ、

プレ・ワークとして説明したり、考えたりする時間

を設けた（五-2.）。学生たちの日本語能力は総じて

高いが、日本で生まれ育った日本語母語話者であれ

ば自然に身についているであろう語彙や、日本に長

く生活していれば耳にしているであろう日本事情な

どが不足している場合がある。そのような知識の提

供の場としたり、トピックに関連したことを取り上

げ、当該トピックへの興味を持たせることを目的と

した。 

六.に関しては、時間の関係で実施できない日もあ

ったが、教材⑤のうち、事前に聞いた学生の興味の

あるトピックや比較的どの学生にも身近な内容のト

ピックを筆者が取り上げた。最初の二回は全員同じ

トピックのものを時間を決めて読み（筆者自作の要

約補助シート使用）、その後、ペアになって読んだ内

容を相手に要約して話すという活動を行った。三回

目以降は、２種類のトピックを準備し、ペアで異な

るものを読み、その後、読んだ内容を相手に要約し
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て説明するという活動に変えた。こうすることで、

「要約して分かりやすく話す」という活動の真正性

がより高くなり、また触れるトピックの数も多くな

ることを狙った。 

 

2.2.2 後期 

授業の概要と取り扱った教材・トピックを表 2 に

示す。 

表 2 授業概要（後期） 

回 授業内容とトピック 

16 オリエンテーション 

・参考文献の検索の仕方など 

17 教材③-1 第 1章-1 グループワーク 

教材⑤「闇バイト、広域連続強盗」「自転車交

通違反厳罰化と電動キックボード」 

18 教材③-2 第 1章-2 グループワーク 

教材⑤「政府のデジタル化推進」 

「マイナンバー制度の拡充と混乱」 

19 教材③-3 第 1章-3 グループワーク 

教材⑤「ＬＧＢＴ理解推進法」 

「異次元の少子化対策」 

20 教材③-4 第 1章-4 グループワーク 

社説比較「ＬＧＢＴ理解推進法」 

21 教材③-5 第 6章 グループワーク 

社説比較「出生率低下」 

22 社説比較 

・グループで興味のあるテーマの社説を選

んで比較しよう 

23 教材④-1 はじめに グループワーク 

教材⑤「見通し立たないリニア開業時期」 

「スペースジェット開発撤退」 

24 教材④-2 第 5章-1 グループワーク 

社説比較「リニア工事」 

25 教材④-3 第 5章-2 グループワーク 

26 教材④-4 第 1章-1 グループワーク 

27 教材④-5 第 1章-2 グループワーク 

28 教材④-6 第 3章-1 グループワーク 

29 教材④-7 第 3章-2 グループワーク 

30 総括・授業評価アンケート 

 

前期の最終週に行ったアンケートや毎回の授業の

コメントシートを受けて、また後期はさらに多くの

読解教材を取り上げたいと思い、後期では、以下の

ように授業内容、進行を変更した。下線部が主な変

更点である。なお、第 22回の授業は変則的な回だっ

たため、ここでは触れない。 

 

一.  最近読んだり聞いたり知ったこと、報告 

二. サバイバル読み 

三. メイン教材の読みに関するグループワーク 

四. 全体共有 

五．次回の読解内容に関するプレ・ワーク 

六. 速読（教材⑤または新聞の社説比較） 

 

ここでは、主に下線部について報告する。 

一.に関しては、「読んだもの」に限定すると、そ

の週になかなか興味深いものに出会えず報告できな

いとの意見があったため、テレビやネットニュース

などで見たものや聞いたものなど幅を広げることと

した。他の授業の課題で読んだ本について報告する

学生もいれば、日本や自国、世界の時事ニュースを

取り上げる学生もいた。 

三.に関しては、前期は二週で１つの文章を取り上

げていたが、後期は毎週１つの文章を取り上げるこ

とにした。前期と同様、筆者が自作した予習シート

に沿って読解資料を読んできていることを前提とし

たが、予習シートには、読解内容の確認だけはなく、

自分自身で考える項目も取り入れた。また、授業内

のグループワークでは、予習シートの確認をすると

同時に、読解内容について理解を深めたり例を挙げ

たり、また、議論する問いも設けるようにした。 

六.に関しては、前期と同様、教材⑤を取り上げな

がら、その内容に関する 2 社の社説を取り上げ、ペ

アで比較する活動も行った。 

 

3. 学生の反応と今後の課題 

ここからは、主に後期の授業評価アンケートの結

果に基づいて学生からの反応と今後の課題について

述べる。 

「最近読んだり聞いたり知ったこと、報告」につ

いては、「みんなが最近知ったことや読んだことをシ

ェアすることで、自分もいろいろなことを学ぶこと

ができた」「報告するために何かしら読まないといけ

ないので、本を読むようになって良い」「会話力の上

昇に役立つ」など読書の習慣づけやインプットだけ

でなくアウトプット力の向上、そして、クラスメイ

トのことを知ること、クラスメイトの報告からの学
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びも多かったことが窺えた。また、前期の「読んだ

こと」報告から幅を広げたことも、後期は特に課題

に追われていた学生にとって活動に参加しやすくな

った旨の意見も複数あった。読書の習慣づけや興味

の幅を広げるためだけでなく、お互いのことを知る

ためにも、このような活動は今後も続けていきたい。 

「サバイバル読み」に関しては、「文章を分析する

前に、立って読むことによって、内容への理解が深

まる」「話す練習になった」「読むことで自分のもの

にすることがある」など、活動の意義を理解して参

加していることが窺えた。一方で、「自分一人だけが

座るようになったら、ちょっと恥ずかしくて悔しい

気持ちになる」という間違えたときのフォローの大

切さを再認識するコメントもあった。「間違えると恥

ずかしい、悔しい」という経験は事前学習を促す効

果もあれば、授業への積極的な参加を妨げる原因に

もなってしまう。この活動は、元は筆者の娘の小学

校の国語授業で人気のあった活動を模範にしたもの

である。小学生は、他の児童の音読をよく聞き、誰

かがつまったり間違えたりしたときに活発に指摘し

合ったり、また、自分が最後まで残れたことに誇り

を感じたりとゲーム性を楽しんでいるとのことであ

った。一方、この活動を成人の日本語非母語話者（主

にアジア圏出身）の授業に取り入れたところ、他の

学生の間違いを指摘するように指示しておいても、

指摘する学生はおらず、むしろ読めない場合には助

け合うという姿が見られた。実際、「クラスメイトの

日本語を正すのは気まずいのであんまり出来なかっ

た」というコメントもあり、指摘しやすい環境では

なかったことが窺える。今後は、個々の学生の文化

的背景や気質を考慮しつつ、クラスの雰囲気づくり

にも留意しながら、最適な方法を模索する必要があ

る。 

次に、メイン教材のグループワークについては、

「他の授業では離れている席の学生と話せる機会が

滅多になく、この授業でのグループ・ペアワークは

クラスのみんなについて分かり合える大切な時間だ

った」「毎週異なるクラスメイトと組むことで、面白

いし、いろいろな意見を聞けるので、とても良い」

など、全員から好意的な反応、コメントが寄せられ

た。ただし、「グループ分けするとき、予習しなかっ

た人、意見など何も言わない人と一緒になると、ち

ょっとやる気がなくなる」といった教室コントロー

ルの不足に言及する意見もあった。筆者自身、予習

をしてこない数名の学生には手を焼いていた。今年

度、予習は授業中の口頭とスライドでの指示のみで、

提出の義務や成績に反映させることもしなかった。

しかし、グループワーク中に読み進める、クラスメ

イトの予習シートを覗く、授業中にネットや生成Ａ

Ｉなどを活用して参加する学生も見受けられた。今

後は、予習の効果や必要性をさらに周知し、何かし

らの予習を促す仕掛けを取り入れるようにしたい。

また、グループワークの介入の仕方についても、今

後の課題としたい。 

速読に関しては、「日本社会の多様な主題について

触れることができるので勉強になった」「読解力の上

昇に役立つ。社説比較は他人とのコミュニケーショ

ン能力だけでなく、ある物事を細部まで細かく観察

する力の育成にも役立つと思う」など肯定的に受け

止める意見が多かったが、もともと時事問題にあま

り興味のない学生にとっては難しい内容だったよう

だ。また、特に、非漢字圏の学生にとっては制限時

間内に読むことが難しいようで、十分に時間を取っ

た上で速い学生には追加の課題を与えるなどの工夫

が必要であると感じられた。 

筆者は、今年度初めて本授業を担当することとな

った。コースの開始時点で授業全体を俯瞰して準備

するには至らず、学生たちを戸惑わせることも多か

ったが、終始活発に授業に参加してくれた学生たち

には深く感謝したい。ここには報告しきれない反省

点も多々あるが、今後の改善点として、次年度の指

導に生かしていきたい。 

 

【参考文献】 

舘岡洋子（2005）『ひとりで読むことからピア・リー

ディングへ』東海大学出版 

班目貴陽（2023）「2022年度通年日本語４（講読）実

践報告」『日本語講座年報 2021-2022』pp.47-49

 

i https://www.sfs.osaka-

u.ac.jp/user/kyoumu/ns/st.html 
ii グループのメンバー全員が異なるテキストを読

 

み、お互いの読んだ内容を話し合いの過程でつなぎ

合わせて１つのストーリーを作り出していく読解活

動のこと。 
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2024年度（春夏学期） 日本語 5実践報告 

 

六城 雅章 

 

1．はじめに 

 本稿は、2024 年度（春夏学期）の「日本語 5」の

実践報告である。この授業の受講者は 12 名であり、

出身地別にみると、中国 6名・韓国 3名・台湾 1名・

ミャンマー1名・トルコ 1名である。 

 

2． 授業の概要 

2.1 授業の目的・学習目標・成績評価 

この授業の目的は、「日本語のより高度な理解・運

用のために、日本語の感動詞の使い分けや発音など

を修得する」ことである。 

また、この授業の学習目標は、次の 2つである。 

（１）感動詞を、適切に使い分け、発音するこ

とができる。 

（２）実際の使用例から、その感動詞の意味や

使用者などを説明できる。 

そして、この授業の成績は、学習目標の（１）を毎

回の授業で求める実演への取り組み方（30％）によ

って評価し、（２）を期末レポート（70％）によって

評価した。なお、期末レポートの内容は、授業で扱

った感動詞の中から 1 語を選び、その実例を収集し

て分析せよというものであった。 

 

2.2 教科書・参考図書など 

 教科書は指定せず、自作のプリントを配付した。

このプリントは、日本語の感動詞の使い分け・発音・

意味・使用者などの網羅的・体系的な理解を目指し

て、筆者のこれまでの研究成果――稿末の六城

（2015-2022）――の内容を再整理しつつ、実例や発

音の詳細などの情報を追加したものである。 

参考図書については、『現代感動詞用法辞典』を指

定した。これは、現代日本語の感動詞に特化して編

集された辞典であり、その使用者や発音などの情報

を詳細に記述したものである。 

 その他、感動詞周辺の語類、およびこれをめぐる

文化的背景などを紹介する目的で、さまざまな書籍

を教室に持参し、受講者に回覧させた。一例を挙げ

ると、『日本俗語大辞典』『罵詈雑言辞典』『県別 罵

詈雑言辞典』『伝承遊び考 4 じゃんけん遊び考』『大

人と子どものあそびの教科書 世界のじゃんけん』な

どである。 

 

3．各回の授業内容 

各回の授業内容は、表 1のとおりである。 

 

表１ 各回の授業内容 

回 授業内容 

1 
・日程・内容・成績評価の説明 

・受講者自己紹介 

2 
・前回の振り返り 

・「感動詞」概説 

3 
・前回の振り返り 

・「呼掛」を表す感動詞の概説と実演（１） 

4 
・前回の振り返り 

・「呼掛」を表す感動詞の概説と実演（２） 

5 

・前回の振り返り 

・「ほめあげ・あざけり」を表す感動詞の

概説と実演 

6 
・前回の振り返り 

・「行動制御」を表す感動詞の概説と実演 

7 
・前回の振り返り 

・「応答」を表す感動詞の概説と実演（１） 

8 
・前回の振り返り 

・「応答」を表す感動詞の概説と実演（２） 

9 
・前回の振り返り 

・「応答」を表す感動詞の概説と実演（３） 

10 
・前回の振り返り 

・「掛声」を表す感動詞の概説と実演（１） 

11 
・前回の振り返り 

・「掛声」を表す感動詞の概説と実演（２） 

12 
・前回の振り返り 

・「感動」を表す感動詞の概説と実演（１） 

13 
・前回の振り返り 

・「感動」を表す感動詞の概説と実演（２） 

14 
・前回の振り返り 

・「感動」を表す感動詞の概説と実演（３） 

15 
・前回の振り返り 

・授業全体の総括 
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3.1 第 1回の授業内容 

第 1 回の授業では、オリエンテーションおよび自

己紹介を行なった。また、次の 2 点を目的として、

簡単なテスト（と、その解説）を実施した。 

（１）筆者が、現時点での受講者全員の理解度・

到達度を把握するため。 

（２）各受講者が、現時点での自身の理解度・

到達度を把握するため。 

なお、このテストの結果は、この授業の成績評価に

は一切かかわらない。また、このテストは、そのこ

とを受講者に説明したうえで実施した。 

テストの内容は、10分間で次のような選択式の問

題を 13問解く、というものである（ちなみに、この

設問の解答は④であり、各選択肢を選んだ人数は、

①が 1名、②が 2名、③が 2名、④が 7名であった）。 

 

空欄に入る語として最も適切なものを①～④ 

の中から選び、記号で答えなさい。 

（女子高校生が、テストで満点を取った友達 

を褒める場面）     、天才高校生。 

①さあ  ②はい  ③やっ  ④よっ 

 

テストの結果は次のとおりであり、受講者間の理

解度・到達度の差が確認される形となった。 

  ・13問正解……3名 

  ・12問正解……3名 

・11問正解……3名 

・10問正解……1名 

・9問正解……2名 

 また、この結果を受けて、筆者は、次の 2 点を意

識した授業運営を心掛けた。1点目は、自明とも思わ

れる基本的なことがらについても可能なかぎり省略

せずに説明する、というものである。これは、理解

度・到達度が（受講者全体の中で）低い者を意識し

たものである。2点目は、時間に余裕があるときには

周辺的なことがらを積極的に扱う、というものであ

る。これは、理解度・到達度が（受講者全体の中で）

高い者を意識したものである。 

 

3.2 第 2回の授業内容 

第 2回の授業は、次のような構成で行なった。 

・【前回の振り返り】（約 20分） 

前回提出分のコメントシートに記載された質

問などに対して、筆者の見解を示した。その

際、受講者に発言を求めたり受講者間での議

論を促したりした。 

・【「感動詞」概説】（約 70分） 

第 3回以降の授業内容を理解するための準備

として、「感動詞」の概説を行なった。 

【前回の振り返り】については第 3～14 回の授業内

容とともに 3.3節で述べることとし、ここでは、【「感

動詞」概説】について（一言であるが）述べる。 

 第 2回の授業では、【「感動詞」概説】として、『言

語学大辞典 第 6 巻 術語編』の「間投詞」の項の記

述を引用しつつ、次の 8点について説明した。 

（１）国文法における位置づけ 

（２）人間の「行為」との関連性 

（３）語形の特徴 

（４）表記の特徴 

（５）文の構造 

（６）現場依存性と多義性 

（７）属性や待遇関係との関連性 

（８）表現効果 

 

3.3 第 3～14回の授業内容 

第 3～14回の授業は、次のような構成で行なった。 

・【前回の振り返り】（約 20分） 

前回提出分のコメントシートに記載された質

問などに対して、筆者の見解を示した。その

際、受講者に発言を求めたり受講者間での議

論を促したりした。 

・【概説と実演】（約 70分） 

感動詞の使い分け・発音・意味・使用者など

について概説した（各回の内容は表 1を参照）。

その際、その回で扱った感動詞を、一つ一つ

受講者に発音させた。また、適宜、受講者に

発言を求めたり議論を促したりした。 

【前回の振り返り】に比較的多くの時間を割いたの

は、「理解できなかったことがあっても、くりかえし

説明を受けることができる」「授業で扱っていないこ

とがらについて疑問を抱いた場合、それを解消する

ことができる」ということを受講者に理解してもら

い、授業への積極的な参加を促すためである。 

そして、この構成で授業を運営した結果、この授

業に新たな側面が加わることとなった。受講者が積

極的に授業に参加するようになったため、回が進む

につれて、受講者の自発的な発言や議論が増加して

いった。また、それに伴い、「自分の母語にも同様の
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感動詞が存在する」「自分の母語にも似た言い方があ

るが、細部が異なっている」といった情報が多く集

まるようになった。すなわち、「日本語の学習」のみ

を目的としていたこの授業に、「日本語と他言語との

対照」の側面が加わることとなったのである。 

 

3.4 第 15回の授業内容 

 第 15回の授業では、第 2～14回と同様の「前回の

振り返り」を実施したのち、授業全体の総括を行な

った。また、時間に余裕があったため、舌打ち行為

や挨拶表現などについても扱った。 

 

4．受講者の反応 

この授業に対する受講者の反応は、筆者の想像よ

りも良かった。参考までに、コメントシートの記述

の一部を匿名で抜粋し、次に示しておく。 

 ・最初のテストがとてもおもしろかったと思い

ます！ 

・15回の授業を通して、様々な感動詞について

学べて興味深かったです。 

  ・なんとなく聞いたことがあったり、知ってい

た感動詞について、使い方や具体的な意味な

どを知ることができ、よかった。 

  ・感動詞について専門的なことを学べたのはよ

かったです。これから身の周りの感動詞にも

っと気をつけられると思います。 

・授業のテーマ以外にも、自分の興味分野や他

の国の言語などにも触れることができて、

色々と楽しく勉強できる時間でした。 

 

5．今後の課題 

 以上、2024 年度（春夏学期）の「日本語 5」につ

いて述べた。最後に、15回の授業を終えて明らかに

なった課題について述べておきたい。 

 今後の課題として挙げられるのは、受講者間にお

ける発言回数の差の改善である。先に触れたように、

この授業においては、受講者による発言が次第に増

加していった。これ自体は喜ばしいことである。だ

がその一方で、全回を通してみた場合に、各受講者

の発言回数に明らかな差がみられたことも事実であ

る。もちろん、これにはさまざまな原因が考えられ

る――たとえば、各受講者の性格（人前で発言する

ことに対する心理的な抵抗の有無や程度差）・各受講

者の興味（授業内容に対する興味の有無や程度差）

など――。また、強引に回数を揃えればよいという

ものでもないであろう。とはいえ、発言回数の差を

小さくすること自体は可能であったように思われる。

今後は、より教室全体を意識した授業運営を心掛け、

改善に努めたい。 
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2024年度（秋冬学期） 日本語 5（文法）実践報告 

 

荒島 和子 

 

1. はじめに 

本稿では、2024年度秋冬学期の「日本語 5」につ

いて報告する。この授業は 1 年生の学部留学生が受

講する授業であり、受講生は 10 名で出身別には中

国、韓国、台湾、ミャンマー、トルコであった。 

このクラスでは「方言」や「若者ことば」など身近

な話題について分析し、なぜそのような現象が起こ

るのか、自ら考える力を身につけながら日本語の特

徴を知ることを目的とした。学生同士のディスカッ

ションやグループ・ワークを取り入れ、他の学生と

の対話を通して自分の考えを深めたり、新たな視点

に気が付いたりできるようになることを目指した。 

学習目標は以下の三点である。 

①日本語の仕組みを多角的視点から分析することが  

できる。 

②自分の考えを他の学生にわかりやすく論理的に伝 

えることができる。 

③他の学生との議論を通して、自分の考えを発展さ 

せることができる。 

 

2. 授業の概要 

テキストとして、野田尚史・野田春美（2017）『日

本語を分析するためのレッスン』を使用した。この

テキストは「大学や短大の初年次教育科目や言語関

係の基礎科目のテキストとして、アクティブ・ラー

ニングを行いやすいように作ったもの（p.ⅵ）」であ

り、グループワークを想定して作成されている。全

部で 15のレッスンがあり、各レッスンにはそれぞれ

4つの問題が設定されている。例えば「若者ことば」

のレッスンでは、問題 1は「略して使う若者ことば」、

問題 2は「程度が高いことを表すことば」、問題 3は

「あいまいにぼかす若者ことば」、問題 4 は「「ちが

う」の若者ことば」といった具合である。各レッス

ンの扉の部分には導入として具体的な文例や会話例

があり、そのレッスンでどのような問題を扱うのか

がわかりやすく紹介されている。そして、各問題に

も具体的な例が提示され、「どのような現象が起こっ

ているのか」というシンプルな問いから「なぜその

ような現象が起こるのか」「同じような他の例を挙げ

てみる」といった深いレベルの問いまで様々に設定

されている。また、各問題には「考えるときのヒン

ト」も設けられており、問題を読むだけではわかり

にくい部分も、ヒントを読むことによって答えを導

き出せるように工夫されている。さらに、各レッス

ンの最後のページには「課題」が 3 つずつあり、宿

題やレポートの課題として活用できるようになって

おり、筆者も期末レポートとしてこの課題を利用し

た。 

先にも述べたように、このテキストは初年次教育

や言語関係の基礎科目のテキストとして作られたも

のであり、留学生の日本語科目のために作られたわ

けではない。そのため、日本語母語話者ではない留

学生にとっては難しいと思われるトピックや馴染み

がないトピック、例えば早口ことばや回文を扱う「こ

とば遊び」や「しりとり」といったトピックも含ま

れている。しかし、逆に言えば、日本語学習者とし

ての視点を生かした分析ができることも期待できる。    

また、学生たちは大学に入学してからまだ半年で、

各分野の概論的知識しか持っていないことから、専

門分野を決め卒業論文のテーマを考える際の一つの

参考資料となるよう、できるだけ幅広いテーマを扱

いたいと考えた。そして、今後の専門的な学習・研

究に役立つような分析力を養い、多角的な視点を持

つことが必要であるという考えから、このテキスト

を選択した。 

 

3. 授業の進め方 

初回の授業では問題の解き方、考え方を理解する

ために、クラス全体でレッスン 1の問題 1、2に取り

組んだ。コース前半はグループでの分析とし、3～4

人のグループごとに各問題について考え、グループ

でまとめた解答をクラス全体で共有し、ディスカッ

ションするという流れで進めた。コース後半は学生

の個人発表とし、レッスンの中から各自興味のある

レッスンの問題を 1 つ選んで担当者を決めた。担当

学生は学術的な文献を調べて根拠を挙げること、そ

して、自分の考えや調べたことを単に発表するだけ

ではなく、他の学生に議論を促し、授業を主導する



- 53 - 

 

形で進めることとした。担当者によっては同じレッ

スンの中の複数の問題をまとめて担当することもあ

った。 

授業の内容と扱ったトピックは表 1 の通りである。 

 

表 1 授業内容とトピック 

回 授業内容 トピック 

1 ガイダンス 

全体での分析 

授業の説明、自己紹介 

L1 しりとり 

2 グループでの分析① L1 しりとり 

3 グループでの分析② L2 ことばの意味 

4 グループでの分析③ L2 ことばの意味 

5 グループでの分析④ L2 ことばの意味 

L8 話しことばと書き

ことば 

6 グループでの分析⑤ L8 話しことばと書き

ことば 

7 グループでの分析⑥ L10 カタカナ 

8 グループでの分析⑦ L10 カタカナ 

L13 丁寧体と普通体 

9 学生による発表① L3 若者ことば 

L5 会話の失敗 

10 学生による発表② L5 会話の失敗 

11 学生による発表③ L7 ことば遊び 

L9 あいまい文 

12 学生による発表④ L11 マンガのことば 

13 学生による発表⑤ L12 方言 

L14 漫才のことば 

14 学生による発表⑥ 

グループでの分析⑧ 

L4 和語・漢語・外来語 

15 グループでの分析⑨ 

総括 

授業評価アンケート 

L4 和語・漢語・外来語 

 

レッスン 1と 2は全体での分析とグループでの分

析で扱うことを事前に決めていた。それ以外のグル

ープでの分析で扱ったレッスンは、4 回目の授業で

発表の担当者を決めた際に、誰も選ばなかったレッ

スンから選んだ。筆者がこのテキストを使って授業

をするのは初めてではないが、学生が興味を持つレ

ッスンは一様ではない。今年度のクラスでは、過去

のクラスで選ばれることが少なかった「会話の失敗」

や「ことば遊び」を選択した学生がおり、各レッス

ンが比較的満遍なく選ばれた印象である。 

 

4. 学生の反応と今後の課題 

 ここからは授業評価アンケートの結果に基づいて

学生からの反応と今後の課題について述べる。 

まず、この授業を受けて理解が深まったことを尋

ねた質問では、「日本語について考えること、普段気

にしたことのないことを探求すること」「日本語の面

白いポイントが学べました」「日本語の様々な法則性

について知ることができました」という意見が見ら

れた。テキストの前書きに書いてある、「無意識に使

っている日本語の奥にひそむ法則性を見つけ出して

ほしい（p.v）」という狙いは、ある程度達成できたの

ではないだろか。次に、この授業を受けてさらに興

味を持つようになったことを尋ねたところ、「漢語と

和語の使い分け」「言葉のニュアンス、意味の範囲」

「方言」「漫才」「若者ことば」など、学生によって回

答が様々で、各学生の興味の幅が広がったことが窺

えた。  

グループでのディスカッションについては概ね好

評であった。「コース後半の発表よりもディスカッシ

ョンしたほうがもっと頭に内容が入る」という意見

や、「ディスカッションの時間を増やしてほしい」と

いう意見が見られた。学生による発表では、自分の

考えや調べたことを単に発表するだけではなく、他

の学生に議論を促すことを目指したが、深い議論に

まで発展させることができなかったように思う。ま

た「教科書に執着しすぎた気がする」という意見が

あったことから、今後はテキストの問題からさらに

発展させた問題についても考える機会を増やし、よ

り深い学びにつなげ、学習意欲を高められるように

改善していきたい。 

 

 

【テキスト】 

野田尚史・野田春美（2017）『日本語を分析するレ 

ッスン〈アクティブ・ラーニング対応〉』大修館 

書店 
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2024年度（春夏学期） 日本語 15実践報告 

 

谷口（井手） 恭子 

 

1. はじめに 

本稿は、2024度春夏学期の授業「日本語 15」の実

践報告である。受講生は2年生の学部留学生9名で、

出身別には中国 7 名、香港 1 名、ベトナム 1 名で

あった。 

この授業では、質問等を通して論文を批判的に読

む力を養い、卒業論文執筆及び将来の基礎となるよ

うな知識を身につけるとともに、知識を基に考察し、

考えを整理することを目的とし、論文講読を行った。 

成績評価は、授業への参加度、発表、論文講読の

「論文まとめシート」、論文講読の発展活動により、

総合的に判定した。 

 

2. 授業の概要 

授業の概要は表 1 の通りである。学習目標を①新

聞記事や研究論文などを批判的に読むことができる、

②日本語教育など各自の専門分野に必要な知識を増

やすことができる、③日本語の高度な語彙表現を用

いて、知識や考察が表せる、の 3点とし、これに沿っ

て授業を組み立てた。 

2 回目は論文講読への足掛かりとして、質問に注

目した授業を行った。3 回目以降は論文講読を行っ

た。 

 

表１ 授業概要 

回 授業内容 

1 イントロダクション 

2 質問力トレーニング 

3 論文講読（筆者が選んだ論文） 

4-12 論文講読（受講生が選んだ論文） 

13 論文講読の発展活動 

14 論文講読の発展活動、春夏学期の振り返

り 

 

3.  授業の内容 

ここでは、論文講読への足掛かりとして行った 2

回目の授業と、3～12 回目の授業内容を具体的に紹

介していく。 

3.1 2回目：質問力トレーニング 

論文講読には、批判的思考力を以て読み、質問や

議論を通して理解を深め、考えを整理することが必

要だと考える。その一助として、2回目の授業で OPI

（Oral Proficiency Interview）の手法を援用した

質問力トレーニングを行った。OPI とは、ACTFL

（American Council on the Teaching of Foreign 

Languages：全米外国語教育協会）が開発したテス

ターと被験者が 1対 1で行う会話能力テスト（山内

2005、p.2）のことである。OPIでは、被験者の会話

能力測定のために質問の難易度を徐々に上げていく

が、それには質問形式だけではなく質問内容の難易

度も上げなければならない。質問内容の難易度を上

げるには、その話題に関する多くの知識、話題を多

方面から見る能力や批判的思考力が必要であるため、

質問力に注目した活動は授業の学習目標に合ってい

ると考えた。授業では、実際の OPIiを例示し、「スポー

ツ」という話題について、好きなスポーツは何かと

いう個人的な質問から、進学の際のスポーツ推薦の

制度の是非という社会的な質問への質問形式・内容

の難易度の変化を見せた。スポーツ推薦の制度の是

非に関する質問で、テスターは被験者に意見を求め、

その上で反駁していたが、被験者の意見の根拠の不

明確な点を指摘することや、被験者と異なる視点や

立場から意見を述べることは、批判的思考力を養う

一つの方法として適していると言えるだろう。そこ

で授業では、受講生にもスポーツ推薦の制度の是非

について意見を求め、筆者や他の受講生が反駁を行

い、さらに仮定的な状況を設定した上でどのような

質問ができるかを考えた。受講生は学生の立場とし

て意見を述べていたが、スポーツ推薦の学生を受け

入れる学校側から、またはスポーツ推薦の制度の社

会的意義などに関する意見や質問がないことを筆者

が指摘すると、受講生にハッとした表情が浮かんだ。

この活動を通して、ある話題を多方面から見るとい

う経験ができたのではないだろうか。 

その他には、2025年に開催される大阪・関西万博

の新聞記事iiを数種類用いて、ペアで意見交換や、質

問・反駁を行う活動を行った。新聞記事は、万博開
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催に肯定的なものも否定的なものもあったが、それ

らの理由を踏まえながらも、多様な観点からの質問

を促したところ、歴史的、経済的、文化的、社会的と

いった幅広い観点からの質問がなされた。 

 

3.2  3～12回目：論文講読 

 3～12回目の授業では論文講読を行った。3回目は

筆者が選んだ論文講読を行ったが、論文は大学の授

業支援システム（以下、CLE）にて事前に配布し、授

業当日には発表レジュメを用意した。筆者は、近年

ニュースや新聞などでも取り上げられることが増え、

認知度が高まっている「やさしい日本語」をテーマ

とした論文を選んだ。受講生が持つ「やさしい日本

語」に対するイメージや知識はそれぞれであったが、

この論文における「やさしい日本語」の定義や論点

等を理解し、記述内容に関するディスカッションを

行った。筆者が選んだ論文は、論文の目的以外にも

記述内容が多岐に渡っており、論文講読の初回に教

員（筆者）が扱う論文としては適切ではない面もあっ

たと反省している。しかしながら、受講生は論文の

良い点及び疑問点や問題点についても指摘し、積極

的に意見交換を行った。また、筆者からの「発展課

題」として、受講生の出身地における「やさしい〇

〇語」の存在や普及の状況について「論文まとめシー

ト」に書いてもらうこととした。 

 4～12 回目は、発表担当の受講生が興味のある論

文を探し、発表レジュメを作成し、発表した。発表

の際は、少なくとも発表の 1 週間前には論文を CLE

にて共有すること、発表レジュメは発表までに CLE

にて共有することを求めた。また、論文は、査読付

きの「学会誌」「研究会誌」に掲載された研究論文、

実践報告、調査報告から選ぶこととした。査読付き

の「学会誌」「研究会誌」の例としては、『日本語教

育』、『母語・継承語・バイリンガル教育（MHB）研究』、

『異文化間教育』などを紹介した。発表担当以外の

受講生には、事前に論文を読んでおくことを課題と

し、授業後には論文の要約、コメント、疑問点・批

判、クラスにおけるディスカッション及び自分の意

見、今回の論文を起点に考えた発展課題を記すため

の「論文まとめシート」の提出を課した。この「論文

まとめシート」は予習の際にも、コメントや疑問点

を書き込むために用いることができる。 

この授業の目標の 2 つ目は「日本語教育など各自

の専門分野に必要な知識を増やすことができる」で

あるが、筆者は、受講生が 2 年生であり、この段階

では専門的な学びに限らず、様々な学問分野から幅

広く学ぶことにも意義があると考え、論文の分野は

指定しないこととした。その結果、受講生が選んだ

論文は日本語教育学、日本語学、認知言語学、日本

文化学、死生学など、多様な分野からのものであっ

た。 

発表担当の受講生は、自分が作成したレジュメを

用いながら、その論文を選んだ理由、論文の概要、

コメントや疑問・批判等を発表した。他の受講生も

コメントや質問を行うことで、発表者にとっても新

たな気付きがあり、全体として論文への理解が深

まっていったようであった。授業では 9 名の受講生

が順番に論文講読をしていったわけであるが、回数

を経るにつれ、論文の理解をより深く導く工夫が見

られるようになった。例えば、発表論文の理解の肝

となる先行研究の一部も紹介する、発表論文で引用

されている参考文献に当たり概要を紹介する、発表

論文での多くの図をホワイトボードにわかりやすく

図示する、発表論文において使用された研究方法に

関する追加情報を伝える、などの工夫である。 

また、発表を聞く受講生も、論文講読の能力が上

がっている様子が見て取れた。筆者が顕著に感じた

ことをいくつか挙げる。まず、論文の論理の一貫性

により注意を払うようになったことである。その論

文の中心的テーマではない文章の細部を問うことに

時間を費やさなくなった。次に、データの見方が慎

重になったことである。データが表す事象を見る際

に、データに現われていない事象についても時代背

景等を含めて議論・考察を行うことができた。それ

から、研究方法、調査方法に関する学びもあった。

具体的には、「ライフ・ストーリー」のような質的研

究のいくつかの手法について知識を得、受講生の今

後の研究に具体性がもたらされたことである。 

 

4. 受講生の反応と今後の課題 

 最後に、受講生の反応と今後の課題について述べ

る。この授業は通年授業であるため、春夏学期が終

了した時点では大学からの授業評価アンケートが行

われない。そこで、筆者は Google Formsで簡易アン

ケートを作成し、受講生にアンケートへの協力を依

頼した。質問項目は、①授業は授業目標の達成を踏

まえて行われていたと思うか、②授業の目標以外に

どのようなことを学びたいか、③その他自由記述、
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の 3 項目とした。全受講生から回答を得ることはで

きなかったが、得られた回答の内容を記す。質問項

目①については、授業は授業目標の達成を踏まえて

行われていたという評価を得た。論文講読と「論文

まとめシート」への記入を繰り返すことにより批判

的読解を行う練習が積め、口頭でも記述でも高度な

日本語力を用いて考察を行う機会となったのではな

いかと思う。質問項目②については、「具体的な研究

方法の立て方を学びたい」という回答があった。秋

冬学期の授業では研究計画を作成する授業もあるこ

とから、この授業で得た知識を是非実際に活かして

ほしいと思う。質問項目③では、「論文講読の流れに

おける「発展課題」という考え方を初めて知り、経

験したが今後に役立つ」、「他の受講生の関心がある

テーマを知り興味深かった」、「他の受講生の意見を

知った上で、再思考ができた」、「他の受講生の質問

の仕方から観察できるものがあった」という記述が

あった。論文講読への取り組み方がより能動的にな

り、ピア・ラーニングを通して、受講生が新たな知

識を得たり、自らの思考を問い直すことができたこ

とは、筆者にとっても大変嬉しいことである。一方、

予習・復習に用いた「論文まとめシート」には「要約

文の字数指定があったらよかった」という記述も

あった。確かに論文の要約方法や字数は受講生に

よって差があったため、負担感の公平さの担保のた

i 日本語 OPI研究会「OPIを授業に生かす第 3回」

https://www.opi.jp（最終閲覧日 2025年 1月 30

日） 

めにも、ある程度の指示は必要だったと思われる。

次回は指示の方法を考えたい。また、日本語専攻の

分野ではない論文を読むことに否定的な記述もあっ

た。どの論文を授業で扱うべきか、受講生の意見も

聞きながら再考する必要があるだろう。今後は課題

の指示といった実務面にも注意し、実のある授業と

なるよう考えていきたい。 

 

 

【参考文献】 

庵功雄他（2019）『〈やさしい日本語〉と多文化共生』 

ココ出版 

庵功雄編（2022）『「日本人の日本語」を考える : プ

レイン・ランゲージをめぐって』 丸善出版 

伊藤奈賀子他（2023）『ピア活動で身につけるアカデ
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設 輪をかけて困難に？万博 400日前、立ち上がる
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 2024年度（秋冬学期） 日本語 15 実践報告 

 

金谷 由美子 

 

1. 授業の概要と目的 

 本稿は、2024 年度秋学期の日本語 15 の授業実践

の報告である。日本語 15では、日本語文法とその教

え方に関する比較的読みやすいテキスト（庵 2017、

2018）を通して、①受講者が日本語文法や日本語教

育に対する知識を深め、自らの目標言語である日本

語に対する探求心を持つこと、②受講者が自らの日

本語学習者としての経験を生かしつつ、文法教育の

あり方を検討・議論することを通して、能動的かつ

批判的に論文を読むことを学ぶことを目的とした。 

 

２．学習目標 

①日本語学の基本的な用語を理解し、日本語につい

て言語学的な視点から書かれた論文が読める。 

②日本語の文法について考察・議論ができる。 

③自らの日本語学習を振り返り、今後の日本語研究

や日本語学習に役立てることができる。 

④日本語教育や日本語研究に対する関心を深める。 

⑤自分の考察をまとめて小論を書くことができる。 

⑥自分で研究テーマを探すことができる。 

             

３．教材選択について 

 庵（2017）『一歩進んだ日本語文法の教え方１』く

ろしお出版と庵（2018）『一歩進んだ日本語文法の教

え方２』くろしお出版の 2冊を選択した。 

これらのテキストを選んだ理由の一つとして、庵

氏がこの 2 冊のテキストで目指しているものが学習

者の「母語の知識を活かした日本語教育」であるこ

とを挙げたい。庵氏の言う「母語の知識を活かした

日本語教育」というのは、第二言語習得における母

語の影響を前提に、学習者の母語に関する知見を教

育者が共有することによって、学習者にとって難し

い部分とそうでない部分を把握し、効率的な説明や

教授法を考案することを目指すものである。 

 庵（2017）は、中間言語（Selinker 1972）という

考え方を認めながらも、母語の転移による誤用や非

用（そして正用）が第二言語習得において存在する

ことは、まぎれもない事実であるとし、日本語教育

においても積極的に学習者の母語に対する理解を深

めることを後押ししている。母語の影響だけですべ

てが説明できるわけではないが、学習者の母語が第

二言語習得に関係がないというのも、また、実態と

かけ離れた主張であると言わざるを得ない。一見同

じ誤用や非用に見えても、そこに至る原因が母語に

よって異なる場合があることも指摘されている（張

麟声 2014）。「誤用分析は古い」と切り捨てられるべ

きではなく、母語の影響が今一度日本語教育におい

ても見直されるべきであろう。 

 もう一つの理由は、日本語母語話者向けの日本語

文法や日本語教育に関するテキストの場合、学習者

は日本語に対する内省が十分に利かず、結果的に論

文を批判的に読むことが難しいという実態がある。

庵（2017、2018）の場合は、学習者の母語と日本語と

の対照を重要な要素として取り入れているため、自

らの母語に対する内省を利かせながら、より積極的、

かつ批判的にテキストを読むという姿勢が自然に持

てるようになるのではないかと考えた。 

テキストにある説明や議論は必ずしも受講生にと

って平易であるとは言えないが、テキストで扱われ

ている文法項目は、日本語の学習者として、あるい

は、日本語教師や日本語母語話者向けの語学教師、

翻訳・通訳など日本語を活かした職業に就くうえで

も有益であると判断した。 

 

４．授業の進め方 

授業の形態 

【毎週の課題】授業前日までに、全員が課題文を読

み、課題文の内容に関する予習課題を Google Forms

を利用して提出。（母語と日本語の対照を含む） 

【授業の前半】は、受講生二人による発表。パワー

ポイントを準備する。教室では一人ずつ発表。 

（各章のテーマについて各自単独で発表を準備） 

【授業の後半】は、講師による各テーマに関する補

足説明と予習課題のフィードバックを行う。 

【学期末課題】授業で扱った項目、または、日本語

学習者として関心を持った文法項目について小論

（2000字程度）を書き提出する。 
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表１ 授業で扱ったテーマ 

1 ガイダンス（進め方と評価について） 

「正用・誤用・非用：学習者言語についての

見方」庵（2017）用語編 6章 

2 「それを教えてほしかった：文脈指示のソと

ア」庵（2017）第 9章 

3 「産出の難しさ：結果残存のテイル形」 

庵（2017）第 10章 

4 「気づかれていない難しさ：タ形とテイル形」

庵（2018）第 6章 

5 「人の思いはさまざまで：と思う」 

庵（2017）第 6章 

6 「論文で大切なこと：“と考えられる”と“」

考えられている”」庵（2017）第 7章 

7 「コップの水は多い？少ない？取り立て助

詞」庵（2018）第 1章 

8 「実はとても簡単：使役受身」 

庵（2018）第 2章 

9 「たすきがけは不要：直接受身」 

庵（2018）第３章 

10 「例文に注意しよう：使役」 

庵（2018）第 4章 

11 「ドアは勝手に閉まるの？：動詞の自他」 

庵（2018）第 5章 

12 「“受難”の“んです”を救い出そう：ノダ①」

庵（2018）第 7章 

13 「文末に接続詞がある？～わけだ、からだ～：

ノダ②」庵（2018）第 8章 

14 「本当に難しいの？ は と が」 

庵（2018）第 9章 

15 「漢語動詞の自他」（講師による講義形式） 

 

 表内のテーマは庵（2017）庵（2018）の 2 冊のテ

キストの第一部の文法項目のタイトルからとった。

第 1週、第 2週、第 15週は講師による講義形式をと

った。 

 

５．受講生の反応と今後の課題 

 本年度の受講生は、中国語母語話者が 8 名、ベト

ナム語母語話者が 1名の計 9名である。発表準備も

きちんとされており、内容もテキストをよく消化し

たうえで独自の視点から切り込むことができたもの

が多かった。日本語のレベルも総じて高いが、後半

は級友の発表を熱心に聞く学生とそうでない学生に

分かれてしまったことが悔やまれる。 

予習課題については Google Formsを使用し、提出

に伴う煩雑さを解消した。提出された予習課題の内

容を授業の後半で共有することによって、当日の発

表担当者以外の授業参加度を高めることに努めた。

また、文の適格性や容認性を問う問題では、何回か

同学期開講の対照言語学概論受講者の日本語母語話

者と非母語話者による回答を用いて、どちらの授業

の受講生も母語話者と非母語話者の回答を比較対照

するなどした。 

当該文法項目の母語との対照によって、一定の関

心を引き出すことができたのではないかと考える。

日本語だけでなく、共通の外国語である英語や、受

講生の母語である中国語やベトナム語と対照させる

ことにより、言語間の違いに対する気づきを促すよ

う心掛けた。 

反省点としては、学生の発表にほとんどの時間を

割いてしまうことが多く、事前提出課題の結果を見

ながら考察する時間がなくなる場合が多かったこと

である。これも、個々の学生が発表に対して意欲的

であったためではあるが、タイムキーピングにもっ

と注意すべきだったという反省が残った。 

 期末レポートは、大半の受講生が母語と日本語の

対照研究を行った。分量は、2000 字程度としたが、

特に上限は設けず、書きたいだけ書くという方針を

取った。 

 ほぼ毎週内容が異なるので、各項目の内容に興味

を持っても、深める時間が取りにくかったかもしれ

ない。今後、受講生がこの授業で得た日本語や母語

の文法に関する気づきを日本語の学習や研究に役立

ててくれることを期待する。 

 

【参考文献・テキスト】 

庵功雄（2017）『一歩進んだ日本語文法の教え方１』 

 くろしお出版 

庵功雄（2018）『一歩進んだ日本語文法の教え方２』 

 くろしお出版 

張麟声（2014）『新版 中国語話者のための日本語教 

 育研究入門』日中言語文化出版社 

Selinker, Larry. (1972) Interlanguage. IRAL，
10(3)， 209–231. 
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2024 年度（春夏学期） 日本語Ⅰa 実践報告  

 

サンジャヤ ソンダ 

 

1. 授業の概要と目的  

本稿は、2024 年度春学期の日本語 1a の授業実

践の報告である。日本語 1a では、日本語学、日本

における社会文化、日本語教育に関する様々な論

文を講読し、講読した論文の要約を発表し、研究

計画書を作成することで、アカデミックスピーキ

ング及びライティング能力を身につけることを到

達目標とした。 

 

2. 学習目標 

①アカデミックリテラシーに関心を持たせる 

②アカデミックリテラシーに関する理解力を高め

る 

③アカデミックライティング能力を高める 

④アカデミックスピキーング能力を高める 

 

3. 教材選択について 

 この授業では、特定の教材を使用せず、学生が

興味を持つ論文を探して読み、読んだものを要約

して発表をしたり、卒業論文のテーマを決め、研

究計画の作成や研究計画について発表したりした。 

 論文の要約では、グループを作り、日本語学、

日本語教育、日本社会文化に関する論文のうち、

どの論文を読むかを各グループで決め、その論文

を要約、発表してもらった。研究計画書は卒業論

文のためのものであるが、実際に研究計画書とし

て提出するものではなく、本授業では、あくまで

アカデミックライティングの練習として作成した。

研究計画書は個々の学生が日本語学、日本語教育、

日本社会文化の研究分野のうち、研究テーマを一

つ選択し、研究計画書を作成した。書き上げた研

究計画書は教室で発表してもらった。 

 

4. 授業の進め方 

各回の授業の進め方について以下に述べる。 

【毎週の課題】他の学生が教室で発表した論文や

研究計画に関して、コメントや感想を CLE に記入

した後、ディスカッションする。（12 回程度） 

【授業の前半】ループを決め、グループで日本語

学、日本語教育、日本社会文化に関する論文を選

び、選んだ論文を要約した上で発表する。 

【授業の後半】各学生が日本語学、日本語教育、

日本社会文化のうち、興味のある研究分野を選び、

研究計画書を作成した後、教室で発表する。 

【学期末課題】授業の後半で作成した研究計画書

を、講師やクラスメイトからの意見を参考に書き

直したものを学期末課題として提出する。 

 

表１ 授業で扱ったテーマ 

1 オリエンテーション（春・夏学期） 

2 
論 文 の 要約 の発 表 （講 師 が 発表 す

る）、発表グループの決定  

3 
論文の要約の発表：グループ１＆グ

ループ２  

4 
論文の要約の発表：グループ 3＆グ

ループ 4 

5 
論文の要約の発表：グループ 5＆グ

ループ 6 

6 
論文の要約の発表：グループ 7＆グ

ループ 8 

7 研究計画の作成、研究計画のテーマ  

8 研究計画の例の発表  

9 研究計画の発表①  

10 研究計画の発表②  

11 研究計画の発表③  

12 研究計画の発表④  

13 研究計画の発表⑤  

14 研究計画の発表⑥  

 

5. 受講生の反応と今後の課題 

 本年度の受講生は、中国母語話者が 9 名、韓国

母語話者が 2名、タイ語母語話者が 2名の合計 13

名であった。グループ発表では、準備もきちんと

されており、日本語学・日本語教育・日本社会文

化に関する論文のうち、選択した論文のテーマも
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全部興味深いものであった。発表後は、発表を聞

いていた学生の中には、挙手して質問をしたり、

意見を述べたりする学生もいれば、CLE に意見や

感想を記入してから、ディスカッションの時間に

発表のフィードバックをする学生もいた。受講生

は、他の学生による論文発表の際、授業を積極的

に受けている様子が見られた。 

 春学期の後半の授業においては、個々の受講生

が興味を持っている研究分野でテーマを決め、研

究計画書を作成した後、発表するという形で授業

を実施した。受講生は皆、様々なテーマに関する

研究計画書を作成し、わかりやすく発表すること

ができた。受講生が作成した研究計画書について

発表し終わった後、前半のグループでの発表の時

と同じように、他の学生が質問したり、意見を述

べたりする様子が見られた。また、多くの学生は、

CLE に発表に関する意見や感想を書いた後、口頭

でも伝えていた。 

学期を通して、学生の授業への参加態度から、

受講生が常に積極的に授業を受けていると感じら

れた。 

 期末課題は、受講生が作成し、発表した研究計

画書を講師や他の受講生からの意見や感想を参考

にして訂正したものを提出するものである。訂正

後の研究計画書は発表時よりわかりやすくなって

おり、卒業論文の研究計画書としては良いものが

できあがった。 

 以上、授業のプロセスや受講生の反応を述べた。

受講生みんなが積極的に授業を受けていると述べ

たが、CLE に意見や感想を書いた後、口頭で述べ

る受講生の方が多かった。今後の課題としては、

講師がどのようにディスカッションを盛り上げれ

ばよいかも考えて、授業計画を立てなければなら

ないと考える。そうすれば、発表後のディスカッ

ションの時に、質問したり、意見を述べたりする

受講生がより増えるのではないかと考える。 

 今後、受講生が論文購読や卒論のための研究計

画の作成の能力の向上に役立つことを期待する。 

 

【参考文献】 

関崎博紀（2016）「接触場面初対面会話における

話題スキーマ―日本の大学における留学生と

日本人学生の会話からの示唆」『筑波大学グロ

ーバルコミュニケーション教育センター日本

語教育論集』31, pp.17-32 
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2024年度（春夏学期） 日本語Ⅱａ実践報告 

 

金谷 由美子 

 

1. 授業の概要と目的 

 本稿は、2024 年度春学期の日本語Ⅱa の授業実践

の報告である。日本語Ⅱaでは、講義題目を「日本語

の副詞」とした。日本語の副詞の中には、外国語へ

の翻訳が難しいもの、学習者にとって習得が困難な

ものがあることが知られており、また、研究も十分

に尽くされているとは言い難い。そこで、副詞研究

でも知られる渡辺実氏の著作である（2001）『さす

が！日本語』をテキストとして選択し、各章で扱わ

れている日本語の副詞について、受講生全員がテキ

ストを読み、各自選択したトピックについて、順番

に発表するという形式の授業を行うことにした。 

 今年度はさらに、渡辺（2001）のトピックから選ん

だ副詞について発表だけでなく、別の学生が、自分

が関心のある副詞を選び発表する構成にした。学期

中ひとり計 2 回の発表を行うことになる。残り時間

では、講師による解説を行う。 

これによって、①受講者が日本語の副詞や日本語

文法に対する知識を深め、自らの目標言語である日

本語に対する探求心を持つこと、②受講者が日本語

の副詞が現れる文と母語を比較対照することを通し

て、自らの日本語学習者としての経験を生かしつつ、

能動的かつ批判的に論文を読むこと、③研究課題を

自ら見つける力をつけることを目的とした。 

 

２．学習目標 

①日本語について言語学的な視点から書かれた文章

や論文が読めるようになる。 

②日本語の副詞について、何が問題になっているの

かについて知り、また、それについて議論ができる

ようになる。 

③自らの日本語学習を振り返り、今後の研究や日本

語学習に役立てることができる。 

④自分の考察や意見をまとめて口頭で発表できるよ

うになる。 

⑤自分の考察をまとめて小論を書くことができる。 

⑥自分で研究テーマを探すことができる。 

             

３．教材選択について 

 副詞を扱うにあたり、テキストとして渡辺実（2001）

『さすが！日本語』を選んだ理由は、①単語別に章

分けされており、用例も豊富で、授業で日本語の副

詞をひとつひとつ扱うのにうってつけであること、

②一般向けに書かれた新書であり、専門用語があま

り使われていないため、言語学を専門としない学生

にも読みやすいこと、③著者の渡辺実氏が日本語の

副詞研究において重要な研究を残しており、20年以

上たった今でも、読むに値する分析がされているこ

とである。その上で、④記述しつくされていない部

分に気づく余地もあり、学生が自分でテーマを探す

助けになると考えた。 

テキストにある説明や議論は必ずしも受講生にと

って平易であるとは言えないが、日本語の学習者と

して、あるいは、将来、翻訳・通訳、語学教師など日

本語を活かした職業に就くうえでも有益であると判

断した。 

 

４．授業の進め方 

授業の形態 

【毎週の課題】10回程度予習課題を Google Formsで

提出（用例の母語への翻訳、適格性を問う問題等） 

【授業の前半】は、受講生２人、または 3 人による

発表。（各章のテーマ、あるいは、自分で選んだ副詞

について口頭発表の準備） 

【授業の後半】は、講師による補足説明、事前に提

出した翻訳課題を見て考察を行う。 

【学期末課題】授業で扱った項目、または、日本語

学習者として関心を持った文法項目について小論

（2000字程度）を書き提出する。 

 

表１ 授業で扱ったテーマ 

1 ガイダンス（渡辺 2001の副用語とは） 

講師による講義形式 

せめて「せめて 1年は」 

2 やはり、やっぱり 

「やっぱりコーヒーにします」 

3 どうせ「どうせ行くなら」 

まったく 



- 62 - 

 

4 せっかく「せっかくパリまで」 

どうも 

5 いっそ「いっそあのとき」 

あたかも 

6 とても、とっても「とても 80とは」 

敢えて 

7 もっと、「もっと光を」 

ずっと 

8 よほど、よっぽど「よほどお酒が」 

いざ 

9 多少、「多少生意気な」 

結構 

10 もう「もうこの世に」 

めっちゃ 

11 まだ「まだ 100票ぐらい」 

※慣用句について講義 

12 いま、「いま若い女性の方が」 

普通に 

13 さっき「さっきの自慢は」 

なお、いかに 

14 つい、ついに、ついぞ「ついうっかり」 

ちょっと、到底 

15 ずいぶん「随分正直な」 

いちおう 

 

 表内のテーマは渡辺（2001）の各章の用例等から

とった。 

 

５．受講生の反応と今後の課題 

 今年度の受講生はタイ語母語話者 1 名、韓国語母

語話者 1名、中国語母語話者 12名の総勢 14名であ

る。 

発表も提出課題もまじめに取り組めていたと思う。

日本語のレベルも総じて高く、完璧な日本語に近い

学生もいる。 

Google Formsによる予習課題では、主として渡辺

（2001）の用例を母語に翻訳するほか、適格性判断

を問う選択問題等を課した。提出された予習課題の

内容を授業の後半で講師が発表する形で共有するこ

とによって、発表担当者以外の授業参加度を高める

ことに努めた。 

日本語だけで議論を進めるのではなく、共通の外

国語である英語や、受講生の母語である中国語や韓

国語、タイ語と対照させることにより、言語間の副

詞の扱いや類似単語の意味の違いに対する気づきを

促すよう心掛けた。 

当該単語の母語との対照によって、一定の関心を

引き出すことができたのではないかと考える。実際

に日本語の副詞が他言語では何通りかの訳語（また

は訳出ができない）に相当することを観察すること

により、日本語の副詞に対しても、自らの母語に対

しても知識を深めることができたのではないかと思

われる。用例を単純に翻訳比較するだけでも多くの

気づき、知見が得られることがわかってもらえれば、

この授業の目標は概ね達成できたと考える。 

期末レポートは、大半の受講生が母語と日本語の

対照研究を行った。指示通り、具体的な用例を挙げ

て論じることができた。分量は 2000字程度以上とし、

書きたい人は書きたいだけ書くという方式にした。 

 今年度は 14人だったので、人数の多かった去年と

は異なり、発表も例年の 2 回に戻した。反省点とし

ては、中国語母語話者が多いために、どうしても中

国語との対照が中心になってしまう点である。他に

も、毎週扱う副詞が異なるので、各項目の内容に興

味を持っても、じっくり考えて深める時間が取りに

くかったかもしれない。毎回異なる副詞を扱うため、

深めることが難しい一方で、二人ずつの発表で、ど

ちらも同じ内容では、学生にとっては少々退屈とい

う面もあるかもしれない。今後は、一人には渡辺

（2001）の副詞、もう一人には、別の副詞についての

発表を課すのもいいかもしれない。翻訳が難しい日

本語の副詞の数は多いので、存在に気づくことに意

義があるだろう。 

今後、受講生がこの授業で得た日本語や母語の副

詞、語彙や文法に関する気づきを日本語の学習や研

究に役立ててくれることを期待する。 

 

【参考文献・テキスト】 

渡辺実（2001）『さすが！日本語』ちくま新書  

※現時点で絶版のため必要箇所を配布 
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第 6回 アンコールワット国際日本語教育セミナー参加報告書 

 

下本 有美香 

 

1． はじめに 

 本稿は、2024年 9月 7日〜8日にかけてアンコー

ル大学（カンボジア王国シェムリアップ州）にて行

われた第 6 回アンコールワット国際日本語教育セミ

ナーの参加報告である。今回は、開催国カンボジア

をはじめ 7 か国（カンボジア、スリランカ、タイ、

日本、ネパール、ベトナム、マレーシア）から日本

語教育関係者が参加し、学び多い 2 日間を共にした。 

 

2． アンコールワット国際日本語教育セミナー 

 本セミナーは、アンコール・ワットの町、シェム

リアップを中心に活動を行うアンコールワット日本

語教師会主催の国際セミナーである。アンコールワ

ット教師会は、2007 年に設立されて以来、国際セミ

ナー（隔年で開催）の他にも年に2〜3回の日本語教

育セミナーや日本語コンクールを開催し、地元シェ

ムリアップの日本語教育に大きく貢献している。 

 第 6 回の今回は、近藤彩先生（昭和女子大学）の

基調講演や池田玲子先生（同）による教師研修を通

して、異文化間コミュニケーションについて多くを

学んだ。ケーススタディについての研修では、グル

ープでの話し合いやロールプレイを通じて異文化接

触の際に生じる問題について理解を深めたり、日本

で理論ばかり学んでいては到底体験することの出来

ないであろう価値観を知ることができ、大変楽しか

った。 

 

表１ 全体スケジュール 1日目 

2024年 9月 7日 

9:00-9:15 開会式 

9:15-10:05 基調講演 

10:05-10:15 休憩 

10:15-11:15 機関報告 第Ⅰ部 

11:15-11:25 休憩 

11:25-12:25 機関報告 第Ⅱ部 

12:25-13:40 昼休憩 

13:40-14:40 実践報告 第Ⅰ部 

14:40-14:50 休憩 

14:50-17:30 教師研修 

18:00-20:00 懇親会 

 

表２ 全体スケジュール 2日目 

2024年 9月 8日 

8:30-8:40 開会式 

8:40-9:40 実践報告 第Ⅱ部 

9:40-9:50 休憩 

9:50-10:50 実践報告 第Ⅲ部 

10:50-11:00 休憩 

11:00-12:00 実践報告 第Ⅳ部 

12;00-13:30 昼休憩 

13:30-14:30 研究発表 第Ⅰ部 

14:30-14:40 休憩 

14:40-15:40 研究発表 第Ⅱ部 

15:40-16:10 教師研修 

16:10-16:20 休憩 

16:20-16:40 閉会式 

 

3． 研究発表 

 本セミナーでは、機関報告、実践報告、研究発表

の 3 つのセクションで発表者を公募していた。機関

報告では、主にカンボジア国内の日本語教育機関が

それぞれの機関について紹介を行った。実践報告で

は、各国で日本語教育に携わる先生方がそれぞれの

実践について発表されており、小噺を取り入れた実

践などユニークな取り組みを知ることができた。研

究発表では、先生方の発表を拝聴し、様々な分野の

研究を身近に感じることができた。各々発表は15分、

質疑応答 5分の計 20分で、全部で 25の発表があっ

た。限られた持ち時間であったが、それぞれについ

て活発な議論が行われ、新しい視点を得ることがで

きた。 

 筆者は、国際日本文化学園（シェムリアップ州）

所属の日本語教師、クーン・ソチア氏と共同研究を

行い、発表に参加した。発表タイトルは「クメール

語を母語とする日本語学習者の誤用について」で、

日柬の今後の友好関係を願って、クメール語母語話
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